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さ
る
十
四
日
広
島
市
農
協
ビ
ル
で開
かれ
た
憲
法
調
査
会
の申
国
地
区
公
聴
会
で
、
十
時
の
開
会
に
さ
き
だ
ち

公
聴
会
開
催
を
阻
止
し
よう
と
す
る
京
都
府
学
連
を
申
心
と
し
た
約
二
百
人
の
学
生
と
、
約
四
百
人
の
広
島県

警
機
動
隊
、
そ
れ
に護
国
団
と
が
会
場
入
口
付
近
で
激
し
く
衝
突
し
、
学
生
計
十
一人
が
公
務
執行
妨
害
な
ど

で
逮
捕
さ
れ
た。
ま
た
、
こ
の
混
乱
で
学
生
側
に
重
傷
一人
を
含
む
負
傷
者
二
十
数
人
を
だ
し
た
。
一方
京都

で
も
、広
島
と
呼
応
し
た
第
三
波
統
一行
動
で
警
官
隊
と
衝
突
、
逮
捕
一人
、負
傷三
十
人
を
出
し
、
こ
の
日

の
逮
捕
者
は合
蹴
十
二
人
、
負
傷
者
は
気
十
人
に
達
し
た
。

こ
の
日
、
広
島
で
は京
都
府
学
連
三
十

四
人
(京
犬
十
五
人
、同
大
十
九
人
)

の
ほ
か
東
京
か
ら
は
明治
大
、
東
大
、

早
天、
学
習
院
大
生
ら二
十
八
人
、
そ

の
ほ
か
バ
ス
で
か
け
つけ
た
岡
大
生
約

四
十
人
な
ど
が午
前
八
時
す
き
か
ら
会

場
の
農
協
ビ
ル前
で、
待
機
し
て
い
た

警
官
隊
と
激
し
くも
みあ
った
。
は
じ

め
会
場
に
入
ろう
と
し
た
学
生
の
デ
モ

隊
は
機
動
隊
の阻
止
にあ
い
混
乱
状
態

と
な
り
、
逃
げ
まど
う
学
生
達
は
背
後

か
ら
警
官隊
の
なぐ
る
け
る
の
曇
行
を

受
け
、京
大
生ら
三
人
が
逮
捕
さ
れ
た

ま
た
、
こ
の混
乱
で東
大
生
今
井
澄
君

は
突
然
倒
れ救
急
車
で
付
近
の
病
院
に

収
容
さ
れた
が
、
頭
藏
骨
骨
折
で
二
週

間
の
絶
対安
静
を
要
す
る
と
い
う
璽
傷

を
負
った
。

こ
のあ
と
、
学
生
側
は
会
場
の
西
側
歩

道
に
結
集し
警
官
隊
と
し
ぱ
ら
く
に
ら

み
含
い
の状
態
が
続
い
た
が
、
九
時
す

き
広
島
大
教
養
部
学
友
会
の
約
四
十
人

の学
生
が
合
流
し
、
再
度
入
口
前
で
も

み
合
い、
学
生
二
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

さ
ら
に、
護
国
団
広
島
県
本
部
の
団
員

約
二十
人
が
小
型
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車

に便
乗
し
て
の
り
つ
け
、
カ
シ
の
棒
を

ふ
る
っ
て学
生
の
デ
モ
隊
に
突
入
し
、

こ
れ
を
防
乙う
と
し
た
京
大
生
一人
と

護
国
団
団
員
が
暴
行
現
行
犯
で
逮
捕
さ

れ
た
。一方
、
学
生
デ
モ
隊
は
、
そ
の
後
再

一二玄
関
前
に
座
り
こ
み
を
し
た
が
、

そ
のた
び
に
、
ゴ
ボ
ウ
抜
き
に
さ
れ

玄
関
積
の歩
道
に
押
し
出
さ
れ
る
と

い
う
混
乱
を
繰
り
返
し
た
。

灘
蝶

モを
止
め
、
逮
捕
学
生
の
即
時
釈
放
を

要
求
す
る
た
め
広
島
西
警
察
署
に
向
か

った
。
そ
の
途
中
で
、
護
国
団
が
デ
モ

隊
にむ
か
って
発
煙
筒
を
投
げ
つ
け
た

りし
て不
穏
な
空
気
が
続
い
た
。
ま
た

歩
道
を
歩
か
せ
よ
う
と
す
る
警
冒
隊

と
押
し
合
い
が
各
所
で
生
じ
、
京
大
生

一人
が
検
挙
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
西
警

察
署
前
で
も
同
大
生
一人
が
機
動
隊
に

逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
、
デ
モ
隊
は

十
二
時
前
紙
屋
通
交
差
点
で
流
れ
解
散

を
し
た
。

こ
の
よ
う
な
広
島
県
警
の
徹
底
的
な
弾

圧
に
対
し
、
府
学
連
で
は
事
態
を
重
く

み
て
、
直
ち
に
抗
議
集
会
を
各
大
学
で
、

組
織
す
る
と
と
も
に
、
弾
圧
を
は
ね
か

え
す
た
め
に
断
固
と
し
た
闘
争
を
組
む

と
い
う
万
針
で
あ
る
。

な
お
、
逮
捕
さ
れ
た
学
生
の
大
学
別
の

内
訳
は
次
の
通
り
。

明
大
四
・」尽大
三
・岡
大
二
・同
大
、

学
習院
大
各
一。

一方
、
こ
の
日
、
京
都
府
学
連
で
は
、

広
島
の
憲
法
公
聴
会
阻
止
の
闘
争
と
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
、
約
五
百
人
の
学
生
を

動
員
し
て
第
三
波
統
一行
動
を
闘
っ
た

が
、
祇
園
石
段
下
に
お
け
る
警
官
隊
と

の
衝
突
の
際
、
府
立
医
大
の
学
生
一人

が
公
務
執
行
妨
害
の
疑
い
で
逮
捕
さ
れ

た
。こ
の
日
、
京
大
で
は
一時
前
か
ら
法
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経
第
一に
約
二
百
人
の
学
生
を
集
め

て
京
大
集
会
が
開
か
れ
、
まず
最
初

に
新
開
同学
会
歪員
長
の
、講
演
会

ク
ラ
ス討
議
、
さら
に
は府
学
連
の

統
一行
動
を
積
極
的
に展
開
す
る
こ

と
に
轟
っ
て憲
法
闘
争
凄
よ
り
大
衆

的
闘
争
に
深
め
た
いと
い
う
挨
拶
が

あ
った
後
、
討
論
、
「憲
法
改
悪
反

対
」
「米
ソ
核
実
験
反
対
」
な
ど
の

ス
ロー
ガ
ン
を
採
択
し
て
、
こ
の
日

の
集
会
を
終
わ
り
立
命
大
で
行
な
わ

れ
る
京
都
府
学
連
集
会
に
向
った
。

府
学
連
集
会
は
、
三
時
半
か
ら
、
京
大

同
大
、
立
命
大
、
京
学
大
な
ど
六
百
人

の学
生
を
集
め
て
行
な
わ
れ
た
が
、
基

調
報
告
に
立
った
清
田
府
学
連
委
員
長

代
理
は
そ
の
中
で
、
安
保
以
上
の
闘
争

が
予
想
さ
れ
る
憲
法
闘
争
に
は
、
こ
の

闘
争
を
学
生
、
労
働
者
、
市
民
の
広
範

な
闘
い
に
組
織
す
る
た
め
に
、
我
々
学
.

生
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
己
の
憲法
闘
争

を
展
開
せ
ね
ぱ
な
ら
な
い
と述
べた
。

次
に
各
大
学
か
ら
の
報
告
が
あ
り、
そ

の
総
括
に
再
び
清
田
君
が
立ち
、
京
学

大
か
ら
出
さ
れ
た
慧
法
闘
争
に勝
つ道

は
ま
ず
参
院
選
に
革
新勢
力
が
三
分
の

一の
議
席
を
獲得
す
る
こと
であ
る
と

い
う主
張
を
強
く
非難
した
。
こ
の後

新
開闇
孚
会
委
員
長
か
ら
出
さ
れ
た
緊

急
動
議
、広
島
の憲
法
公
聴
会
阻
止
聞

争
に対
す
る
弾
圧
に
対
し
て
は
広
島
県

警
に、
米
国
第
七
艦
隊
の
ラ
オ
ス
方
面

出
動
に
対
し
て
ラ
イ
シ
ャワ
ー
米
大
使

に
抗
議
電
報
を
打
つ
こ
と
を
含
む
「帝

国
主
義
憲
法
の
改
悪
反
対
」
な
ど
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の
拍
手
で
確
認
、
府

学
連
集
会
は
五
時
に
終
わ
っ
た
。

恥蘂

蔽
罫
螺
琶

デ
モ
行
進
にう
つ
り、
激
し
ぐ
ジ
グ

ザ
グ
デ
モ
す
る学
生
は
各
所
で
警
官

と小
ぜ
り合
いを
演
じ
た
努
、
舐
園

石
段
下
では
、
待
機
し
て
い
た
約
三

百
人
の警
雷
隊
が
、
円
山
に
向
った

学
生
の最
後
尾
に
高
圧
的
に
襲
い
か

か
り
、
そ
の際
、
旗
ぎ
お
を
持
って

いた
学
生
一人
が
公
務
執
行
妨
筈
の

疑
い
で逮
捕
さ
れ
た
ほ
か
、
約
三
十

人
の
負
傷
者
を
出
し
た
。

こ
の後
学
生
は
、
逮
捕
さ
れ
た
学
生
の

釈
放
を
求
め
て
松
原
署
に
押
匝
か
け
、

約
二
時
間
に
わ
た
って
松
原
署
前
に
す

わ
り
込
ん
だ
が
、
警
察
側
が
全
く
取
り

合
わ
な
い
た
め
、
八
時
乙
ろ
一応
解
散

し
た
。

な
お
、
今
後
の
府
学
連
統
一行
動
の
予

定
は
二
十
五
日
、
三
十
日
で
あ
る
。

同
学
会
、
大
石
教
授

に

調
査
会
脱
退
を
要
求

去
る
十
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
同
学
会

と
大
石
義
雄
法
学
部
教
授
と
の
会
見
は

大
石
教
授
の
都
合
に
よ
け
延
期
さ
れ
、

今
後
の
会
見
期
日
に
つ
い
て
は
、
府
学

連
第
三
波
統
一行
動
日
に
あ
た
る
五
月

十
四
日
以
後
に
改
め
て
両
者
の
間
で
話

倉
つこ
と
に
な
った
。

こ
の
大
石
教
授
と
の
会
見
で
同
学
会

が
意
図
し
て
い
る
の
は
、
大
石
教
授

-への
憲
法
調
査
会
か
ら
の
脱
退
要
求

で
あ
る
が
、
同
学
会
は
脱
退
要
求
の

理
由
と
し
て
、
憲
法
改
定
の
発
議
権

は
国
会
に
の
み
存
す
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
国
会
の
承
認
も
な
く
明
ら
か

に
憲
法
改
定
を
意
図
し
た
機
関
を
内

閣
の
も
と
に
お
く
こ
と
は
違
憲
で
あ

る
と
い
う
立
場
か
ら
憲
法
調
査
会
の

設
置
は
違
憲
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に

こ
の
憲
法
調
査
会
が
憲
法
改
定
ム
ー

ド
を
促
進
す
る
手
段
に
利
用
さ
れ
て
}

い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
のよ
う
な
機

関
に
参
加
す
る
こ
と
は止
め
ても
ら

い
た
い
と
し
て
い
る
が、
大
石
教
授

の
法
学
者
と
し
て
の個
人
的
参
加
ま

で
も
止
め
る
こ
と
を
聾求
す
る
のは

無
理
だ
と
し
て
い
る
。

同
学
会
で
は
、憲
法
調
査
会
が
改
憲
ム

ー
ド
促
進
に大
き
く利
用
さ
れ
て
い
る

現
在
、憲
法
改
悪反
対
闘
争
の
現
時
点

に
お
ける
具
体
的
闘
争
と
し
て
、
こ
の

大
石教
授
に対
す
る
脱
退
聾
求
運
動
を

か
なり
重
視
し
て
お
り
、
現
在
教
養
、

学
部
の
各
自
治
会
を
中
心
に
脱
退
を
幾

求
す
る
署
名
運
動
を
展
開
し
て
い
る
が

今
後
の
な
り
ゆ
き
に
よ
っ
て
は
、
大
学

院
、
教
冨
な
ど
を
加
え
た
五
者
共
凹
に

発
展
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
同
学
会
の
過
去
の
闘争
の中
で

今
回
の
大
石
教
授
に
対
す
る憲
法
調
査

会
か
ら
の
脱
退
要求
運動
と類
似
し
た

闘
争
と
し
て
、数
年
前
の道
徳
教
育
講

習
会
に
参
加
す
る
こと
にな
って
い
た

当
時教
育学
部
教
授
の高
坂
正
顕
氏
に

対
し
て
、不
参
加
を
要
求
し
成
功
し
た

例
が
ある
。

=理 工系大学院拡大・=

評議会、受け入れを決定
八
日
開
か
れ
た
評

萎

で
、
き

に

間
題
に
な
っ
た
国

立
大
学
理
工
科
系

大
学
院
学
生
の
定

員
増
加
に
と
も
な

う
京
大
に
対
す
る

予
算
措
置
を
受
け

い
れ
る
こ
と
を
決

定
し
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
、本
年
度

か
ら
大
学
院
学
生

玉
+
二
人
の
卓貨

も
増
と
な
る
。

こ
れ
は
、
文
部

塞
し
て
ほ
し
いと
い
う条
件
を
つけ
て

決
定
し
た
も
の
。な
お
、
これ
によ
っ

て
、
大
学
院学
生
定
員
は
八
百
九
十
六

人
と
な
る
。

増
員
の
内訳
は次
の通
り
(博
士
・修

士
を
含
む
)

理
学
研
究
科
十
六
人
、医
学
研
究
科

五
人
、
工
学
研
究
科
二十
一人
、
農

学
研
究
科
丈

。

改

定

案

国
会
提

出

メ
ド

に

全
国
の
工
教
自
治
会
動
く

お
詫
び

諸
般
の
手
違
い
で
、発
行

の
遅
れ
ま
し
た
こと
を
お詫
び
いた
し

ま
す
。

表
者
が
名
古
屋
工
大
に
集
ま
って
工
教

の
当
面
す
る
問
題
を
話
し
合
った
。
そ

の
結
果
、
あ
く
ま
で
正
確
な
デ
ー
タ
を

も
と
に
し
て
段
階
的
な
運
動
を
す
す
め

て
い
く
こ
と
を
申
し
合
せ
、
ま
ず
④
各

単
位
工
教
別
に
所
長
、
主
任
教
授
な
ど

と
会
見
し
、
資
料
を
集
め
る
②
高
教
組

と
会
見
し
、受
入
れ側
の
問
題
点
を
聞

く
③
工
教
の
法的
根
拠
に
な
っ
て
い
る

臨
時
法
を
検
討す
る⑤
マ
ス
コミ
を
通

じ
て
一般
人
の協
力
を
得
る
⑥
署
名
遷

勤
、
な
ど
を
当面
の万
針
と
し
て取
総

む
こ
と
を
決定
し
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
四月
三
十
日
、
全
国
の

工教
所
長会
議
が
東
京
の
文
部
省
内
で

行
な
わ
れ
た
。
こ
の
際
に
七
校
の
代
表

者
は
所
長
ら
に
会
見
を
要
望
し
た
が
、

受
け
つけ
ら
れ
ず
、
事
務
官
を
通
じ
て

五月
五
9、
六
a
の
両
日
、
全
国
か
ら

要望
誉
を提
出
し
た
に
と
ど
ま
った
。
[

七
っの工業贅
甕

の自雲
代
嘉

襲

雛

離

舞

「
ことが婁

れたとみ・れ途

り
、
工教
自
治
会と
し
ては
こ
れ
を

目
標
にお
い
て活
動
し
て
い
く
計
画

で
あ
る
。

関
係
者
か
ら
意
見
聴
取

'

省
が
本
隻
2

全
国
の
動
き
に
呼
応

京
大
工
教

予
算
を
決
定
し

た
際
に
、
理
工

科
大
学
院
学
生
の
定
員
を
大
学
の
評

議
会
を
通
じ
な
い
で
大
方
的
に
付
置

研
究
所
単
位
ま
で
ひ
ろ
げ
た
こ
と
に

対
し
て
、
〃大
学
の
自
治
侵
害
"
と

し
て
文
学
部
教
授
会
な
ど
が
声
明
を

発
表
し
て
い
た
も
の
。

同
日
の
評
議
会
で
は
、
こ
ん
ど
の
問
題

は
大
学
の
自
治
を
侵
す
も
の
で
は
な
い

が
、
こ
ん
乙
は
大
学
の
意
向
を
十
分
尊

[こ
の
全
国
的
な
工教
の動
き
に呼
応
し

て
、
京
大
工教
で
は
五月
二日
午
後
五

時
か
ら
約
四分
の三
の
学
生
を
集
め
て

学
生
集
会
を開
いた
。
二
時
間
以
上
に

わ
た
る
討
論
の中
で、
四
年
制
工
養
を

か
ち
と
るこ
と
を
確
認
し
、
署
名
運
動

関
係
者か
ら
の意
見
聴
取
を
当
面
の
方

」針
に
お
いた
。
返
動
の
進
展
に
よ
って

時
には
授
業
辞
退
も
辞
さ
な
い
と
い
う

強
い意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

工教
自
治
会
で
は
旦
卜、
関
係
者
か
ら

ミ

民
科
は
、
新
た
な
科
学
者
の
組
織
乎
和に
寄
与
す
る
た
め
」
の
科
学
運

を
目
指
し
て
五
十
八
年
罠
科
が
那
実
動
「民
主
主
義
葦命
の
た
め
の
科学
一

上
解
体
し
て
し
ま
った
後
も
、
京
都

に
お
い
て
は
、
民
科
京
都
支
部
と
い

う
形
で
、
と
も
か
く
活
動
を
続
け
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く

ま
で
京
都
と
い
う
地
域
的
な
枠
中
の

も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対

し
て
現
在
、

ま
だ
萌
芽
的

段
階
で
あ
る

が
、
全
国
的

活
動
を
な
す
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
川

発
足
し
た
民
科
が
現
在
の
よ
う
な
状
"

態
に
至
った
跡
を
群
細
に
検
討
し
て

今
後
の
活
動
万
針
を
決
定
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
。

現
在
、
核
実
験
の
問
題
、
憲
法
問

京
大
に
民
科

再
建
の
動
き

な
新
ら
し
い
科
学
者
の
組
織
を
作
ろ

う
と
い
う
動
き
が
、
京
大
に
お
い
て

見゚
ら
れ
る
。
こ
れ
は
京
大
大
学
院
の

マス
タ
ー
コ
ー
ス
の
人
達
を
中
心
と

し
た
も
の
で
、
名
古
屋
大
学
な
ど
と

堀
刀
し
て
目
下
、
組
織
万
針
の
検
討

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

「日
本
人
罠
の
福
祉
及
ひ
世
界
の

題
が
切
実

な
問
題
と

し
て
提
起

さ
れ
て
い

る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
、
若
手
の
研
究者
グ
ル

ー
プ
の
意
見
を
集
約
す
る
必
幾性
が

認
識
き
れ
た
こ
と
が今
度
の動
き
の

原
因
と
な
った
も
の
で
あ
る
。組
織

の
確
立
が
な
さ
れ
た
な
ら
ば科
学
技

術
基
本
法
に
対
す
る
活
動
や
、学
術

会
議
に
お
け
る
若
手
グ
ル
ープ
の積

極
的
な
発
言
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

魚
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難
、碗
譲

蔭慰

科
学
成
果
の
悪
用
防
げ

核
実
験
禁
止
を
世
界
に
訴
え

さ
る
七
日
か
ら
九
日
ま
で三
日間
、
は

じ
め
予
定
し
て
い
た滋
賀
県
堅
田
を
変

更
し
て
、
京
都
市
の天
龍寺
で開
か
れ

て
い
た
「科
学
者
京
都
会議
」
は
九
日

午
後
会
場
を
京
大
基礎
物
理
研
に
移
し

て
最
終
的
に
討
論
し
、同
夕
方
声
明
文

を
発
表
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
湯
川秀
樹
京
大
教
授基物研で記者会見にのぞんだ十氏

朝
永振
}郎
教
育
大
学
長
、
坂
爾
昌

一名
大教
授
な
ど
の提
案
に
よ
って

開
か
れた
も
の
で、
自
然
科
学
、
人

文
科学
そ
の他
各
方
面
の
知
識
人
を

あ
つ
め
て
、軍
縮
、核
兵
器
問
題
な

ど
に
つ
い
て
自
由
な討
論
が
三
日
間

に
わ
た
り
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。

声
明
文
は
、
ラ
ッ
セ
ル
・
アイ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
声
明
の
精
神
に
共
感
して
こ
の

会
議
を
開
い
た
こ
と
を
の
べ、
三
日
間

の
討
議
を
通
じ
て
意
見
の
一致
を
み
た

六
点
に
わ
た
っ
て
の
べ
て
いる
。

ま
ず
、
科学
の真
理は
、
人
類
の
福

祉
と
乎
和
に
の
み役
立
た
せ
る
べ
き

で
、
悪
用
は防
がね
ば
な
ら
ぬ
と
の

べ
、
さ
ら
に、
核
兵
器
実
験
が
軍
拡

競
争
を
誘
発す
る
のみ
で
あ
る
か

ら
、
実験
禁止
協
定
と
、
軍
縮
協
定

を
蔭
ち
に結
ぶ
よう
訴
え
て
い
る
。

こ
の
声
明
文
は、
英
文
に
訳
し
て
世
界

各
地
の
知識
人
に
ア
ッピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に、
八
。九
月
の
二
回
開
か
れ
る

予
疋
の
パグ
ウ
ォ
ッシ
ュ会
議
て
も
こ

の
要旨
にそ
って
参
加
す
る
と
い
う
。

ま
た
、署
名
者
は
、
奈
部
で
十
二
人
て

あ
った
が
、
当
初
参
加
を
チ
冗
し
て
い

た大
内
兵
衛
、
南
原
繁
ら
八
氏
は
、
都

合
で参
加
で
き
な
か
った
が
、
会
議
の

主
旨
に
賛
意
を
表
し
手
紙
な
ど
で
意
見

を
の
べて
い
る
と
い
う
。

予
定
よ
り
一時
聞
以
上
遅
れ
て
基
物

研
の三
階
講
演
室
て
の
記
者
会
見
に

のぞ
ん
だ
十
氏
は
、
部
屋
い
っぱ
い

を埋
め
た
報
道
陣
に
ち
よ
っと
驚
い

た
様
子
。
三
日
間
の
討
論
に
は
さ
す

が
に疲
れ
切
った
表
情
が
う
か
が
わ

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
豊
田
箏
務
局

員
のよ
み
あ
げ
る
声
明
文
の
一句
一

句
を
か
み
し
め
る
よ
う
に
し
て
聞
き

い
って
い
た
。

な
お
、
出
席
者
な
ら
び
に
声
明
に
署
名

し
た
の
は
次
の
十
二
氏
。

湯
川
秀
樹
(京
山△教
授
)
朝
永
振
一

郎
(東
京
教
甫
大
学
長
)
坂
田
日巳

(名
大
教
授
)
都
留
皿
人
(一橋
大

教
授
)
宮
沢
俊
義

(東
大
名
誉
教

授
)
桑
原
武
久
(爪大
教
授
)
大
佛

次
郎
(竹
家
)
田
始
英
.二
(v教
大

教
授
)
田
中
慎
次
耶
(評
論
尿
)
福

島
奥
一
(n
本
学
術
会
議
A∴14
)
谷

川
徹
.　
(哲
脚コ石
)

帯
明
吾
息匿●●

核
兵
器
に
よ
る災
害
を経
験
し
、
ま

た
戦
争
放
棄
を
明記
し
π憲
法
を
有
す

る
わ
が
国
は
、世
界
平
和
け
.～め
に特

別
な
貢
献
が
で
き
る
はず
てあ
り
ま

す
。
と
く
に
核戦
争
に
よる
人
類
破
滅

の
危
険
が
増
大
し
つ
つあ
る
今
日
、
私

た
ち
は
、
日
本国
憲
法
第
九
条
が
制
定

当
時
に
も
ま
し
て
大
き
な新
し
い意
義

を
も
つ
に
い
た
った
こと
を
確
認
℃
る

と
と
も
に
、乎
相
にた
いす
る
責
任
を

あ
ら
ため
て
強
調
し
た
い
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
パ
グ
ウ
搾シ
ュ会
議
に
出
席

し
た
日
本
の
科
学
者
の
よ
び
か
け
に
よ

って
、
ラ
ッセ
ル
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
声
明
の
精
神
に
共
感
す
る
も
の
た
ち

が
、
こ
こ
京
都
に
集
ま
り
、
第
一回
の

科
学
者
会
議
を
開
き
、
三
日
間
に
わ
た

って
自
由
か
つ
真
剣
な
討
議
を
行
な
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
諸
点
に
つ

い
て
意
見
の
一致
を
見
た
の
で
あ
り
ま

す
。(一)
科
学
の
発
見
し
た
世
界
に
内
在

す
る
真
理
を
、
人
類
の
福
祉
と
平
和
に

の
み
役
立
て
る
た
め
に
、
科
学
者
を
ふ

く
む
す
ぺて
の
人
が
科
学
の
成
果
の
誤

用
、
悪
用
を
防
く
た
め
不
断
の
努
力
を

続
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

(二
)
戦
争
が
も
は
や
国
際
間
の
諸
問

題
解
決
の
手
段
と
な
り
得
な
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
る
今
日
尚
、
核
兵
器
の

威
嚇
に
よ
る
平
和
維
持
と
い
う
根
強
い

ゴ
張
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
戦
争

一誘
発
の
危
険
を
増
す
も
の
で
、戦
争
廃

{絶
の
力
向
に
逆
行
℃
る
か
ら私
達
は
こ

れ
に
反
対
て
め
る
。

(三
)
放
射
性物
質
が、
遣
伝
的
、
身

体
的
障
筈
を
起
す
と
いう
点
か
ら
、
又

実
に
重
姿
な
問
題
と
し
て、
核
兵
器
実

験
が
軍
備
競
争
、国
際
緊
張
激
化
、
核

戦
争
の
危
険
の
増大
を
もた
ら
す
と
い

う
点
か
ら
、
実
験禁
止
協
定の
一日
も

早
い
締
結
を
幾求
す
る
。
大
気
圏
、
水

中
等
容
易
に
探
知可
能
な
こと
の
認
め

ら
れ
て
い
る
実
験
は直
ち
に
禁
止
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。

(四
)
真
の
問
題
の解
決
は
、
核
兵
器

を
含
む
軍縮
、
更
に
完
全
軍
備
撤
廃
の

実
現
以外
には
な
い
。
厳
格
か
つ
効
果

的
な国
際
管
理
の
下
に
核
兵
器
運
搬
手

段
が
廃
梁
さ
れ、
他
国
領
土
内
の
軍
事

基
地
撤
云
が早
急
に実
現
す
る
こと
が

特
に望
ま
し
い。

(五
)
軍縮
と経
済
と
の
結
び
つ
き

に
お
い
て、
暗
い兄
通
し
の
み
を
持
っ

べ
き
で
は
な
い。
国
連
一〇
ヵ国
諮
問

委
員
会
の報
告
は
そ
の
明
る
い見
通
の

一例
であ
る
。
し
か
し
軍
縮
に
と
も
な

う
世
界
経済
の構
造
的
変
換
に
は
多
く

の
問
題
が
あ
るの
で
、
日
本
で
も
長
期

.的
綴
点
に立
つ十
分
な
検
討
が
必
妥
で

あ
る
。
(六
)
戦
争
毒

備
競
争
の
時
代
を
終

え
、
完
全
軍
縮
の
新
し
い
平
和
の
時
代

を
創
る
こ
と
は
、全
人類
の歴
史
的
大

事
業
で
あ
る
。政
治
h
経
済
、
科
学
、

思
想
、
宗
教等
あ
ら
ゆ
る
領
域
の
人
々

が
衆知
を
あ
つめ
て
真
剣
に
研
究
、
検

討
す
る
こと
が
望
ま
し
い
。

の
意
見
聴
取
に
あ
た
っ
て
お
り、
今
月

十
七
日
ま
で
に
、
平
沢
総
長、
藤
野
所

長
、大
石
(法
)
、岡
部
(経
)
、
鯵
坂

(教
)
、
小
堀
(理
)、
芦
田
(学
生

部
畏
)
、
四平
井
(農
)
、
西
山
(工
)

の
各
教授
や
日教
組、
高
教
組
に
会
っ

て
工教
発
足当
時
の賛
成
意
見
、
反
対

意
見
を
集
め
てく
る
予
定
で
あ
る
。

彫
郷
ツ
偲
蘇
翻

日
に
来
学
か
?

ソ
婆
雷

飛
行
士
ユー
リ
ー
。ガ
ガ
ー
リ
ン
は
、

二
十
五
日
京
大
に
も
訪
問
す
る
も
よ
う

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
爾
ン
協
会
な
ど
の

関
係
者
か
ら
平
沢
総
畏
に
会
見
を
申
込

ん
で
き
た
も
の
で
、
会
場
や
時
間
は
ま

だ
未
定
。

◇
京大
⊥
果大
ヨ
ソ
ト
定
期
戦

最
終
日
(六
日)

柳
ケ
崎

A
級

①
京大

1
9
2髄
点

②
東大

1
6
8%
点

S級

Ω
承大

12
1%
点

②
東
大

-
里
2
%
点

　

合
計

①
京
大

3
1
4

点

②
東
大

2
8
1

点

こ
の
結
果
、
京
大
は
去
年
の
雪
噂
果
し

た
。
◇
京
都
大
学
バ
ス
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
戦

第
四
日
(六
日
)

学
大

馨

ま
た
、
ソ
ビ
エ
ト
研
究会
では
ガ
ガ

ー
リ
ン
来
校
歓迎
委
員会
を
組
織
し

て学
生
と
し
ても
歓
迎
し
よ
う
と
よ

び
か
け
て
いる
。

本 社 人 事
新らしい幹事が決まりまし
た。よろしくお願いします
新幹口
▼主幹 伊東旭之▽編集長
山本雅弘▼編集兼会計担
当 内山勝利▼業務担当
二森茂輔、山田知司
旧幹事
緒林康孝、片山了介、祖田
修、寺沢清二、松本正之、
八百谷暁

五月七日
次の者を新らしく本社編集
員に採用します。
赤嶋睦紘(法一)、佐藤隆
也(教=二)

五月十四日

京都大学新聞社

昊
63
難

)・・
府
大

同
大
煮

口
㎜
)巽

癸

69
(輝
響

医
大

お

　

◇京
滋
六大
学
準
硬
式
野
球
リ
ー
グ
戦

第
四
日
(六
日
)

薬
大

類

㏄
㏄
㏄
品

認

01
㏄
蕊

京

木
村
」
永
田
r
31
5
4
6
1

打
安
振
球
失

薬

岡

1
村
山

31
5
2
4
3

◇
名
・阪
・京
大
射
撃
足
期
戦

(五
日
)

八
瀬

団
体

①
名
大

2
4
8
3
点

⑨
阪
大

2
4
0
2
点

③
承大

2
3
7
5
点

個
人
▽
三
姿
勢
②
五
藤
(京
大
)

▽
伏
射

②
五
藤
(京
大
)

▽
ピ
ザ
射
①
五
藤
(京
大
)

▽
立
射

②
大
田
、(京
大
)

③
小
松
(京
大
)

メ
ー
デ
i
当
日
、
東

大
路
新
門
前
で
の
府

学
連
と
府
警
機
動
隊

と
の
衝
突
は
、
さ
す

が
の
商
業
新
聞
も

「明
ら
か
に
デ
モ
規制
の
範
囲
を越
え

た
態
度
」
と
い
っ
て機
動
隊
の無
謀
ぶ

り
を
非
難
し
た
ほ
ど
だ
った
。
機
動
隊

が
デ
モ
隊
を
個
人的
にな
ぐ
る
、
け
る

は
す
で
に
日常
の茶
飯
事
。
デ
モの
際

だ
け
で
は
な
く
、手
を
か
え
品
を
か
え

の
運
動
監視
が
、最
近
目
に
つき
だ
し

た
▼
す
で
に気
が
つ
いて
い
る
人
も
多

か
ろう
が、
集
会
の
あ
る
日
や
統
会
行

動
日
にな
る
と
き
ま
って
吉
田
分
校
正

門
辺
で
、
い
か
に
も
人
を
待
って
い
る

と
い
った
風
に
プ
ラ
プ
ラ
し
て
い
る
背

広
を
習
た
中
年
の
男
が
い
る
。
だ
が
、

彼
の
目
つ
き
に
御
注
意
あ
れ
。
鋭
ど
い

眼
差
し
で
行
き
き
す
る
学
生
た
ち
を
見

つ
め
で
い
る
。
な
ん
の
こ
と
は
な
い
彼

の
正
体
は
、
川
端
署
の
K
と
い
う私
服

刑
事
▼
こ
の
私
服
刑
事
氏
、あ
れ
で
な

・
か
な
か
愛
想
が
よ
い
.
活動
家
に
〃ヤ

"
ア
"
と
声
を
か
け
た
り
、
し
ま
い
には

〃コ
ー
ヒ
ー
を
飲ま
ん
か
"と
誘
いま

で
す
る
と
い
う
。
正月
に
は年
賀
状
を

も
ら
っ
た
同
学
会幹
部
す
ら
いる
。
こ

れ
は
な
に
も
〃刑
事
も
人
の
子
ナ
リ
"

を
地
で
い
っ
て
る
の
で
は
な
い
。
日
頃

か
ら
自
治
会
の動
き
を
と
ら
え
る
こ
と

と
、活
動
家
に対
す
る
一種
の
デ
モ
ン

ス
ト
レー
シ
ョン
で
あ
る
▼
昨
秋
、
某

君
が映
画
を
見
て
の
ん
び
り
下
宿
に
帰

っ
て
き
て驚
いた
。
机
の
引
出
し
が
な

くな
っ
てい
た
の
で
あ
る
。
そ
の
引
き

出
し
の中
に
は
学
生
運
動
家
た
ち
の
手

紙
な
ど
が
な
って
い
た
。
翌
日
近
所
の

子
供
が
裏
山
か
ら
ひ
ろ
って
き
た
が
、

こ
れ
と
同
じ
話
は
そ
の
ほ
か
に
も
あ
る

▼
と
に
か
く
、
警
察
の
学
生
運
動
に
対

す
る
監
視
の
眼
は
最
近
非
常
に
き
び
し

く
な
って
い
る
。
尾
行
や
下
宿
荒
し
な

ど
は
戦
前
の
ご
と
な
ど
と
は
い
っ
てお

れ
ぬ
。
日
本
警
察
の伝
統
「特
高」
は

陰
に
陽
に
根
強
く
し
つ
よう
に彼
ら
の

出
番
を
待
っ
て
い
る
。
され
ば
と
てわ

れ
わ
れ
は
だ
ま
っ
て手
を
こ
ま
ぬ
い
て

い
る
こ
と
が
で
きよ
う
か
。
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学 園 評 論

裁
判
闘
争
を
我
々
の
問
題

と
し
て
と
ら
え
か
え
そ
う

…
…
一…
…

政
暴
法
反
対
デ
モ
、お
よび
それ
に

関
連
す
る
一連
の
デ
モ
に
よ
っ
て、
京

都
市
公
安
条
例
違
反
をと
わ
れ
て逮
捕

起
訴
さ
れ
た
京
大
生
は、
現
在
五名
に

の
ぽ
っ
て
い
る
が、
そ
のう
ち
、
浅
田

君
の
第
二
回
公判
、麗
美
君
の
第
三
回

公
判
、
新開
君
の第
三
園
公
判
が
、
そ

れ
ぞ
れ
、
十
玉
。十
八
・十
九
日
に
行

な
わ
れ
る
。

し
ば
し
ぱ
指
摘
し
てき
た
よ
う
に
、

公
安
条
例
は
、憲
法
第
十
四
条
、
第
二

十
一条
に
規
定さ
れ
た
大
衆
の
政
治
的

権
利
を
実
質
的
に奪
い去
る
も
の
で
あ

り
、
あ
き
ら
か
に憲
法
違
反
で
あ
る
。

独
占
ブ
ル
ジ
ョ
アジ
ー
お
よ
び
池
田

反
動
内
閣
は
、政
暴法
を成
立
し
え
な

か
っ
た
に
し
て
も
、実
質
それ
と
な
ん

ら
変
る
と
こ
ろ
の
な
い
公安
条例
を
、

,法
律
の
番
人
"
た
る
最
高
裁
の判
決

で
合
法
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て憲
法
を

形
骸
化
せ
し
め
、
地
域分
散
的
に藺
々

そ
の
大
衆
運
莇
弾
圧
を推
し進
め
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て我

は々
、

京
都
市
公
安
条
例
を
単
に地
域
的
な
問

題
と
し
て
し
ま
っ
ては
な
ら
な
ず
、

安
保
以
後
我
々
に
か
けら
れ
てき
た
全

般
的
な
一連
の
反
動化
政
策
の
一例
と

し
て
と
ら
え
な
け
れ
ばな
ら
な
い。
そ

し
て
、
労
働
者
階
級
が、
反
勤
政
策
に

脊
効
に
対
決
す
る
政
策を
打
ち
出
し
え

な
い
ま
ま
、
街
頭
デ
毛
にお
い
ても
、

そ
の
意
志
を
大
衆
に
ビ
ビ
ッド
に訴
え

る
と
こ
ろ
の
、
当
然
合法
であ
り、
か

つ
日
本
の
労
働
者
が
戦
い
に
よ
っ
て
か

ち
と
っ
て
き
た
ジ
グ
ザ
グ
デ
モ
が
、東

京
を
中
心
と
し
て
し
だ
い
に姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
現
在
、
我
々
は
、
こう
し
た

大
衆
の
政
治
的
権
利
が
奪
わ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
を
強
力
に
訴
え
、
か
つ
そ
れ

を
断
固
守
り
抜
く
こ
と
を
主
張
し
た
い

起
訴
さ
れ
た
五
君
の
法
延
闘
争
は
こう

し
た
点
で
箪
螢
な
忍義
を
持
つも
の
で

あ
り
、
我
々
は
そ
れ
故
、
圧倒
的
な
力

で
も
っ
て
、
五
君
を
支
扱
し
なけ
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

一口

し
か
し
、
こ
こ
で
ふ
りか
え
っ
てみ

そ
れ
は
一
権
力
の大
衆
抑
圧
手
段
と

し
て利
用さ
れ
る
の
であ
る
。

自
治
会
は
、
こう
した
意
識
を
喚
起

し
、
汲
み
あ
げ
て
、
こ
の
エネ
ル
ギ
ー

を
有
効
に
結
集
し
て
い
か
ねば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
は
、公
判
闘
争
組
織

っ
て
は
な
ら
な
い.
あ
く
ま
で
、
つね

に
ク
ラ
ス
や
ゼミ
の中
に入
って
、
日

常
的
に
有
効
な
討藏
をま
き
起
し
、
学

生
全
体
の
意
識
を喚
起す
る
と
と
も
に

一般
学
生
と
の
連帯
を
強め
て
いか
ね

ば
な
ら
な
い
。現
在
の
よう
な
、
政
治

に
八
千万
円
が計
⊥
され
た
に
す
ぎ
な

い
。

…
…
二
;…

現
在
京大
に
は、
ホ
ソク
ス
を
持
た

な
い
サ
ー
ク
ル
が多
く
、
寮
の
収
容
力

も
こ
く
わず
か
で、
多
数
の
学
生
を
収

な
け
れ
ば
ぼ
ら
移

の
は
、我

の々
裁

や
資
金
カ
ン
パ
運動
が篁
要
な
方
針
で

的
に
中
だ
る
み
の状
態
にあ
る
と
き
に
容
し
う
る
集
会場
と
して
は
、
そ
ろ
し

曽

判
闘
争
取
組
み
の姿
勢
であ
る
。

我
々
に
は
、
五
君
の起
訴
を
単
に
浅

田
個
人
、
渥
美
個
人
の問
題
と
し
て
し

ま
う
傾
向
が
あ
り
は
し
な
いか
。
我
々

は
、
五
君
の
起
訴
が、
我
々
の自
治
組

織
、
さ
ら
に
は
階級
闘
争
全体
に
、
戦

後
一貫
し
て
か
け
ら
れ
て
きた
独
占
ブ

ル
ジ
コ
ア
ジ
ー
の弾
圧
を
意味
す
る
も

の
で
あ
る
こと
を
ふ
ま
え
て、
こ
こ
で

再
び
、
自
己
の
問
題
と
し
て
とら
え
か

え
し
、
個
々
が
〃あ
す
は
我
が身
"と

い
う
意
識
を
持
っ
て
、
そ
れ
に対
決
し

て
い
く
姿
勢
を
堅
持
す
る
必
要
があ
ろ

う
。さ
ら
に
、
露
要
な
点
は
、
裁判
制度

そ
の
も
の
を
絶
対
視
す
る
よ
う
な
幻
想

を
袷
て
去
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ

る
。
法
律
が
現
在
あ
る
社
会
的
秩
序
を

守
る
機
能
を
持
つ
い
じ
ょ
う
、
時
に
、

あ
る
こ
とは
む
ろ
ん
であ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そう
した
具
体
的
な
運
動
に

の
み活
動
の力
点
が
か
か
る
よ
う
で
あ

は
と
く
に
そ
れ
が必
要
であ
る
が
、
現

状
で
は
充
分
に行
え
て
いる
と
は
思
え

な
い
。

学
生
会
館
を
か
ち
と
ろ
う

嗣

大
学
が
、単
に学
問修
得
の場
では

な
く
、学
生
ど
う
し
の
、あ
る
いは
学

生
と
教
官
の
全
人
的
な交
流
に
よ
っ
て

よ
り
完
全
な
自
己
形
成
を
め
ざす
共
同

体
で
あ
る
か
ぎ
り
、
教
育
、
研
究
、文

化
、
厚
生
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
の
総

合
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
学
生
会
館
は
絶

対
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
大
学
に
は
学

生
会
館
は
皆
無
に
等
し
く
、
わ
ず
か
に

六
年
前
か
ら
学
生
の
手
で
は
じ
め
ら
れ

た
設
立
運
動
の
結
果
、
お
茶
の
水
女
子

大
、
鹿
児
島
大
、
徳
島
大
、北
大
な
ど

数
校
で
実
現
し
た
に
す
き
ない
。
こ
れ

に
対
し
て
、
今
年
一月
に
お
茶
の
水
女

子
大
で
開
か
れ
た
「学
生
会
館
問
題
全

国
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
参
加
し
た
大
学
は

三
十
八
校
に
の
ぼ
り
、
現
在
少
な
く
と

も
こ
れ
だ
け
の
大
学
が
、
学
生
会
館
設

立
運
動
を
お
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

文
部
省
で
は
こ
の
運
動
に
動
か
さ
れ

て
「第
一次
五
ヵ
年
計
画
」
を
き
め
、

全
国
か
ら
三
十
盃
大
学
を
選
出
し
た
。

し
か
し
予
算
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
三

十
五
年
度
に
五
千
万
円
、
三
十
六
年
度

た
設
備
の
貧
困
を象
徴
す
る
か
の
よ
う

に
古
色
ン
ウ
然
と
し
た西
部
講
堂
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
京大
の文
化
運
動
沈

滞
が
う
ん
ぬ
ん
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

第
一の
要
因
に
、
学
生
間
の交
流
の場

と
し
て
の
学
生
会
館
の
な
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
よ
う
。

京
大
で
は
、
二
、
三
年
前
か
ら
同
学

会
、
生
協
、
職
組
、
大
学
院
会
な
ど
で

構
成
す
る
厚
生
問
題
協
議
会
が
、
学
生

会
館
設
立
に
動
き
は
じ
め
て
い
た
が
、

こ
の
運
動
を
よ
り
広
汎
に
大
衆
化
す
る

た
め
の
組
織
強
化
の
必
要
か
ら
、
設
立

準
備
委
貝
会
が
結
成
さ
れ
た
。

同
委
員
会
で
は
、
現
在
の
西
部
講
堂

の位
置
に
、
食
堂
、
読
書
室
、
サ
ー
ク

ル
ボ
ック
ス
、
大
小
会
議
室
九
室
な
ど

を含
む
会
館
を
、
一一期
に分
け
て
、
建

設
費
二
～三
億
円
の予
定
で
設
立
す
る

計
画
であ
る
。
費
用
は
、
予
算
を
得
て

い
な
いた
め
に、
第
一期
は
財
界
の
奇

附
と学
生
の寄
金
でま
か
な
い
、
こ
れ

に
よ
っ
て文
都省
に
働
き
か
け
て
、
第

二
期
に予
算
を
獲
得
す
る
方
針
で
あ
る

三

と
こ
ろ
で、
学
生
会
館
の
理
念
が
、

学
生
の
全人
的
で自
由
な
交
流
によ
り

自
己
形
成
を
めざ
す
も
の
であ
る
か
ぎ

り
、
そ
の
管
理
運営
は
あ
く
ま
で学
生

の
手
で
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
点
、
現
在
ま
で
学
校
側
と
意
兄
が
食

い
違
って
い
る
。
文
部
省
の
設
置
要
項

試
案
に
よ
る
と
管
理
運
営
の
費
任
者
は

学
生
部
畏
に
な
って
お
り
、
学
桜
側
の

意
向
は
こ
の
線
に
そ
った
も
の
と
い
え

よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

のは
、
文
部
省
試
案
の
意
図
で
あ
る
.

管
理
運
営
権
を
大
学
に
握
ら
せる
こ
と

は
、大
学
管
理
法
を通
じ
て
の、
学
生

の
補
導体
制
強
化
が
ね
ら
い
で
あ
る
。

我
々
は
、
こう
し
た
意
図
を
暴
露
し
っ

つ
そ
の
中
で
、学
生
会
館
設
立
運
動
を

広
汎
に
盛
り
上
げ
て
要
求
を
か
ち
と
っ

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

科
学
を
総
合
的
に
捉
え
よ

　

本
掌
術
会
議
第
三
六
回
総

(
日

)
会
が
去
る
四
月
二
圭

・

ぐ

六
、
七
の
三
日間
本
会
議

講
堂
で
開
催
せ
ら
れ
た
。
〃日
本
の
全

科
学
者
の
総
意
序丙
外
に
代
表
す
る
機

関
"
の
総
会
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、

こ
れ
ま
で
春
秋
の
総
会
δ
と
に
ジ
ャ
ー、

㎜申
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省文
の部

技
術
基
本
法
は
本
末
顛
倒

ナ
リ
ズ
ム
は
、
会
議
の
模
様
や
提
案
を

と
り
あ
げ
て
詳
し
く
報
道
評
諭
す
る
こ

と
を
怠
ら
な
か
った
が
、
今
回
の
総
会

に
つ
い
て
は
、
一向
に
新
聞
紙
上
で
日

本
学
術
会
議
の
動
向
が
伝
え
ら
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
は
ジ
干ー
ナ
リ
ズ
ム
の
怠

慢
に帰
す
べき
か
、
そ
れ
と
も
今
会
議

総
会
の
低
調
の
た
め
に
日
本
学
術
会
議

が
無
視
さ
れ
た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ

ろ
ろ
か
。

な
る
ほ
ど
こ
の
た
び
の
総
会
で
は
、

例
年
よ
く
見
ら
れ
た
よ
う
な
花
々
し
い

イ
デ
オ
ロギ
ー
の
対
立
に
よ
る
論
議
は

な
か
った
が
、
会
議
そ
の
も
の
は
決
し

て
低
調
平
板
に
終
始
し
た
も
の
で
は
な

い
。
む
し
ろ
従
来
に
見
ら
れ
な
い
よ
う

な
、
地
に
つ
い
た
具
体
的
な
研
究
計
画

案
が
続

と々
提
案
さ
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
の
提
案
の
そ
れ
ぞ
れ
が
政

府
に
対
す
る
適
切
な
建
隅
に
ほ
か
な
ら

ず
、
も
し
政
府
に
お
い
て
わ
が
国
文
化

の
向
上
を
は
か
る
に
真
剣
で
あ
る
な
ら

ば
、
提
案
内
容
の
実
現
に
努
力
を
お
し

ん
で
は
い
け
な
い
案
件
に
澗
ち
て
い
た

と
い
え
る
の
で
あ
る
。

ラ

く
に
、
最
近
国
会
に
お
い

(
と

)
て
享

上
楚

-嚢

.
く

術
基
本
法
案
"
に
対
し

て
、
ま
ず
こ
れ
に
先
き
立
っ
て
(少
な

く
と
も
同
時
に)
〃科
学
研
究
基
本

法
"
の
制
定
さ
れ
る
こ
と
の
必
要
を
政

府
に提
案
す
る
に
い
た
っ
た
こ
と
こ
そ

は
、
日本
学
術
会
議
の
今
総
会
に
お
け

る
最重
要
な
審
議
に
属
し
、
〃科
学
者

の
総
意
を代
表
す
る
"
日
本
学
術
会
議

の
面
目
を
遣
かん
な
く
発
揮
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、ジ
ャー
ナ
リ
ズ
ム
に
よ

る
今
総
会
の
成
果
に
対
す
る
低
評
価

は
、
と
う
て
い
首肯
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
思
う
。

ラ

会
に
よ
る
〃科
学
技
術
基

(国

)
本
法
案
あ

琶

に
対
す

く

る批
判
は
、
一
一つの
点
に

し
ぼ
ら
れ
る
。
一つ
は科
学
技
術
基
本

法
自
体
の
不
必
要
と
いう
こ
と
で
あ

り
、
い
ま
一っ
は
科学
技
術
菱
本
法
は

〃科
学
研
究
基禾
法
"の
成
立
の
暁
に

こ
そ
存
在
理
由
を
も
ち得
る
と
いう
こ

と
で
あ
る
。
ま
ず
、科
学
技
術
基
本
法

の
原
案
は
去
る
四
月
一八
日
に
〃衆
議

院
科
学
技
術
振
興
対
策特
別
委
頁
会
科

学
技
術
の
蕊
本
問
題
に間
萎

員

会
"
に
よ
の作
成
せ
られ
た
第
一次
案

と
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
るが
、
前
文
を

舎
む
本
文
第
一測
な
い
し第
八
章
か
ら

成
る
本
法
案
を
検
討
し
て
み
う
に、
広

い
る
と
は
い
え
、
内
容
は
実
は
〃科
学

技
術
振
興
法
"
と
い
う
万
が
遡
切
で
あ

り
、
基
本
法
と
は
い
い
が
た
い
と
思
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
立
案
者

が
国
会
(衆
議
院
)
の
科
学
技
術
振
興

対
策
特
別
委
員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
当

然
こ
の
よ
う
な
案
に
落
ち
付
い
た
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
技
術
基

本
法
案
な
ら
ば
む
し
ろ
た
と
え
ぱ
交
教

委
員
会
あ
た
り
が
衝
に
当
る
の
が
適
当

で
あ
った
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

も
ろ
ん
将
来
技
術
振
興
法
の
で
き
る
こ

と
は
歓
迎
さ
れ
る
が
、
問
題
は
基
本

南極観測再開を決議
他の勧告は無視 されている
のに、実現確実なのは皮肉

う
批
判
。
こ
れ
こ
そ
最
も
肝
要
な
問
題

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
批
判
・反
省

に
も
と
づ
き
、
日
本
学
術
会
議
は
予
想

せ
ら
れ
た
科
学
技
術
基
本
法
案
の
出
現

に
対
処
す
る
た
め
、
と
く
に
科
学
研
究

基
本
法
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
お
よ

そ
一
ヵ年
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
た
結

果
、
今
総
会
に
科
学
研
究
基
本
法
の
制

定
を
政
府
に
勧
告
す
る
運
び
に
立
ち
い

た
つた
次
第
で
あ
る
。

　

よ
そ
科
学
が
、
国
民
の
福

(
お

)
祉
、
世
界
の
平
和
、
文
化

く

の
向
上
に
真
に
寄
与
す
る

た
め
に
は
、
わ
が
国
の
科
学
が
健
全
に

発
達
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
こ
こ

に
〃科
学
"
と
い
う
の
は
、
単
に
自
然

科
学
の
み
を
指
す
よ
う
な
狭
義
の
科
学

ら

で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
ひ
ろ
く
人
文
科

学
、
社
会
科
学
を
含
め
た
総
合
科
学
を

指
す
も
の
で
あ
り
、
か
く
て
人
文
、
社

会
お
よ
び
自
然
の
総
合
的
研
究
こ
そ
が

科
学
の
名
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
狭
義
の
科
学
と
し
て
の
自
然
科学

や
さ
ら
に
は
応
用
的
実
用
的
科
学
技
術

の
片
輪
的
独
走
を
許
す
こ
と
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
、
ま
ず
人
文
社
会
自然
の

科
学
に
通
ず
る
〃単
一の
"
科
学
研
究

基
本
法
を
制
定
し
た
の
ち
に
、
人麦
社

会
科
学
、
基
礎
自
然
科
学
、
科
学
技
術

に
関
す
る
諸
種
の
〃振
興
法
"
を
作
成

す
べ
き
こ
と
が
、
正
し
い
立
法
の
順
序

で
あ
る
こ
と
を
今
総
会
は
強
調
し
た
の

で
あ
って
、
前
文
を
含
み
、
科
学
研
究

の
目
的
と
社
会
的
任
務
、
科
学
研
究
の

条
件
(こ
の
部
分
が
基
本
法
の
根
幹
を

な
す
項
目
で
あ
る
)
、
科
学
研
究
者
の

養
成
、
日
本
学
術
会
議
、
の
四
項
目
を

内
容
と
し
てと
り
入
れ
る
べき
科
学
研

究
基
本
法
の制
定
の勧
告
が
総
会
出
席

会
員
全
員
(ー)
の賛
成
で可
決
せら

れ
た
こと
は
、
当然
の
こと
と
は
い
え

慶
賀
す
べ
き
こと
であ
った
。

　

か
し問
題
は
こ
の勧
告
の

(し

)
効
果
であ
る
9
はた
し
て

く

政
府
は
こ
の勧
告
を
尊霊

し
て
基
本
法
立
案
を
君
慮
す
る
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ま
で
日
本
学
術
会
議
が
な

し
た
数
多
く
の
提
案
勧
告
の
運
命
と
同

じ
ぐ無
視
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

も
っ
と
も
、
本
会
議
の
幾
多
の
声
明
の

中
に
は
原
子
力
研
究
に
関
す
る
〃民

主
、
自
主
、
公
開
"
の
三
原
則
の
声
明

の
よ
う
に
日
本
原
子
力
法
の
幽
本
原
則

と
し
て
と
り
入
れ
ら
れ
た
輝
か
し
い
成

果
も
な
い
で
は
な
い
が
、
今
回
の
科
学

研
究
基
本
法
制
疋
の
提
案
の
効
果
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
先
年
目
然
科
学
を
主

対
象
と
す
る
〃科
学
技
術
会
鶴
"
の
設

置
せ
ら
れ
た
こ
と
が
、
実
際
上
す
で
に

日本
学
術
会
議
の
軽
視
、
骨
抜
き
を
意

味
した
こと
は
、
否
み
が
た
い
欝
実
で

あ
る
だ
け
に、
今
回
の
勧
告
も
、
科
学

技
術
基
本
法
要
の国
会
に
お
け
る
提
唱

を
見
た
今
日
にお
い
ては
、
向
後
余
程

の努
力
を
しな
いか
き
り
、
従
来
の
勧

告
と
同
様
に
〃勧
告
の
し
放
な
し
"
に

終
るお
それ
が
濃
厚
であ
ろ
う
。
日
本

学
術会
踏
第
五期
会
員
の
任
期
が
秋
の

総
会
で潮
了
す
る
ゆ
え
に
、
本
勧
告
の

成
行
に
一層
の
看
視
を
怠
る
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い。
会
員
は
も
と
よ
り
わ
が
国

科
学
者
全
員
の
面
目
に
か
け
て
科
学
研

究
基
本
法
案
の
立
案
、
本
法
律
の
成
立

を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

学
研
究
基
本
法
の
制
定
の

(
科

)
馨
響

の
ほ
か
・
と
く

く

に
一般
国
民
に
関
心
の
深

い
問
題
と
し
て
は
、南
極
地
域
観
測
の
用
が
特
別
に
別
途
で
出
る
わ
け
と
な

再
開
に
対
す
る
提案
の通
過
を
挙
げ
る
り
、
他
の
研
究
費
が
し
わ
よ
せ
を
受
け

ぺ
き
で
あ
ろ
う
。
六次
に
わた
る観
測

る
お
そ
れ
は
ま
ず
な
く
(逆
に
た
と
え

隊
を
派
遭
し
一二
一億
余
の費
用
を投
じ
観
測
中
止
と
な
る
も
そ
れ
だ
け
の
費
用

が
一般
研
究
費
に
ま
わ
る
と
い
う
わ
け

た
が
、
本
年
に
い
た
っ
て観
測
が
休
止

に
は
な
ら
な
い
)
、
従
って
有
意
義
な

さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
研
究
と
し
て
価
値
が
充
a
に
み
と
め
ら

額

羅

轟

郵

鴛
嚢

強

を総会がと

に
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
とと
も

ラ

お
、
農
莱
研
究
特
梨
頁

に
・
甕

条
嘉

盟
国
と
し
て
の
崔

(
な

)
会
の
馨
あ
提
案
の
際

を
認
識
し
て
、
南
極
地域
観
測
を
恒久

イ
＼

に
、
社
会
科
学
部
門
か
ら

的
国
家
事
業
と
し
て
再
開
す
る
こ
と
が
の
質
問
に
注
意
す
べ
き
も
の
が
あ
っ

提
案
さ
れ
た
に
対
し
て
、有
力
な
反
対
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
稲
の
連
続
豊
作

論
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
般
も
農
薬
使
用
に
よ
る
こ
と
が
大
で
あ
る

研
究
費
(文
部
省
の
い
わ
ゆ
る
〃科
学
が
、
他
面
農
茎
刀面
に
お
け
る
農
薬
使

研
究
費
"
に
し
て
も
本
年
や
っ
と
年
額
用
が
直
接
間
接
に
人
体
や
動
物
に
被
害

二
五
億
に
こ
き
つ
け
た
に
す
ぎ
な
い
)
を
与
え
る
お
そ
れ
が
増
大
し
て
い
る
点

に
比
し
て
再
開
の
費
用
は
砕
氷
船
新
造
か
ら
も
、
こ
う
し
た
農
薬
研
究
特
別
委

を
含
み
莫
大
に
上
ぽ
り
著
し
く
不
均
衡
員
会
設
置
の
提
案
は
採
択
せ
ら
れ
た
。

で
あ
る
と
か
、
南
極
条
約
の加
盟
は
極
提
案
審
議
の
際
、
稲
作
に
農
薬
使
用
の

地
観
測
義
務
を
伴
う
も
の
で
は
な
い
と
結
果
国
民
の
常
用
す
る
米
に
轟
素
が
次

種
姦

議
せ
ら
れ
た
も
の
の
・
結
局
は
響

享

増
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
諜

す
べき
阜
実
が
現
に
生
じ
つ
つ
あ
る
に

賛
成
多
数
で
再
開
提
案
が
可
決
せ
ら
れ
か
か
わ
ら
ず
(真
実
と
す
れ
ば
放
射
能

た
。
そ
し
て
日
本
学
術
会
議
の
政府
へ
の
害
に
も
比
す
べ
き
大
問
題
で
あ
る

の
提
案
は
そ
れ
弾
に
お
わ
る
も
の
が
大
が
)
、
所
管
当
局
(厚
生
省
?
)
で
は

難
魏
籠
罷
蟹
噸
麗
蕪
勧嚢
簡
魏

或
る
意
味
で
一種
の
皮
肉
で
あ
ろ
う
。
案
に
対
す
る
質
問
的
焚
成
意
見
が
述
べ

「と
も
あ
れ
、
た
し
か
にぼ
う
大
な国
費

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
(京
大
法
学
部
教

を
要
す
る
け
れ
ど
も
、実
際
上
観
測
費
一捜
・ロ
ー
マ
法
)

0

(下)

第
五
回

ゆ

昨
年
度
の
理
科
系
卒
業
者
の
就
職
は

四
月
末
日
現
在
次
の
よ
う
な
結
果
が
出

た
。
例
年
理
科
系
の
就
職
率
は
ほ
ぼ
変

ら
ず
百
%
を
堅
持
し
て
き
た
が
、
昨
年

度
も
特
に
好
景
気
の
頂
点
と
も
い
わ
れ

た
だ
け
あ
って
大
部
分
の
学
生
が
大
企

業
に
お
さ
ま
って
の
百
%
、
農
学
部
、

工
学
部
な
ど
では
研
究
室
に残
る
学
生

が
多
い
こと
も
例
年
ど
お
り
。
ま
た
、

工
学
部
内
で
、
高
分子
化
学
、
+禾
工

学
、
機
械
工
学
な
ど
の
花
形
学
科
で
は

学
部
卒
の
就
職
者
が
少
な
く
、
さ
ら
に

研
究
を
進
め
る
た
め
に
大
学
院
に
残
る

と
い
う
傾
向
が
さ
ら
に
目
立
っ
て
き
た

彫ji塔

泪ll
蒸1
理1
戸へ 鴫〆
ハ 、!/、 〆
ハ ノ ノ㌧〆
〆仏 ,『 畠ノ
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丑
月
三
日
か
ら
六
日の
三
日
間
に
わ

た
っ
て
第
五
回
西
日本
理
工科
系
大
学

学
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
が
大阪
工策
大
学
で

も
た
れ
た
。
こ
の
大
会
は
、昨
年
六月

の
宮
崎
に
お
け
る
第
四
回
大
会
に
ひ
き

つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
主催

は
、
関
西
理
工
科
系
大
学
学
生
連
盟
、

共
催
九
州
中
国
地
区
大
学
工
学
部
連
絡

協
議
会
と
な
って
い
る
。
参
加
校
は
、

姫
路
工
大
、
近
畿
大
一部
・二
部
、
大

阪
工大
な
ど
関
西
理
工
連
加
盟
校
、
お

よび
九
州
工大
、
宮
崎
大
、
近
畿
大
呉

分
校
、
山
口大
な
ど九
中
工連
加
盟
校

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
立命
大、
信
州

大
、
奈
良
女
大
な
ど
、
人
数
に
し
て
約

七
十
人
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
大
会
の
運
営

に
は
、
大
阪
工
大
学
友
会
が
あ
た
り
、

三
日
、
開
会
式
、
「技
術
者
と
創
造

力
」
と
題
す
る
講
演
会
、
四
、
ヨ
日
は

土
木
、
建
築
、
機
械
、
応
用
化
学
、
電

気
、電
子
の研
究
発
表
と
、
科
学
技
街

振興
政
策
の
も
と
に
お
け
る
「産
学
協

同
に
つ
いて
」
、
「産
業
合
理
化
に
つ

い
て」
、
「理
工
系
大
学
に
お
け
る
自

治
会
のあ
り
方
」
の
三
分
科
会
、
六
日

全
体
総
会
、
工
場
見
学
と
い
う
ス
ケ
ジ

ュー
ル
で
行
な
わ
れ
た
。

O
…
…
…
・

運
工
連
は
親
睦
の
場

7

・……
・・…
O

関
酉
理
工
連
は
、
理
工
系
学
生
の
共

通
の
問
題
を
語
の
合
う
場
と
し
て
親
睦

を
第
一と
し
、
政
治
、
社
会
に
関
す
る

こ
と
は
、
第
二
義
的
な
こ
と
と
す
る
学

生
団
体
で
あ
る
(ゼ
ミ
執
行
部
談
)
。

そ
のた
め
か
、
運
営
は
、
極
力
〃学
生

ら
しさ
"
を
心
が
け
、
開
会
式
に
あ
た

っ
て大
阪
工
大
学
長
の
臨
席
を
た
ま
わ

り、
そ
れ
に対
し
て
学
生
の
感
謝
の
意

の表
明
な
ど
あ
り
、
学
生
の
本
釆
の
使

生
た
る
学
閥
探
究
の
精
神
か
ら
は
、
ロ

ー
タ
リ
ー
エン
.ン
ンと
か
エキ
サ
ダ
イ

オー
ド
に関
す
る
研
究
な
ど
の発
表
が

行
な
われ
た
。

こ
の大
会
内
容
と
、
運
営
方
針
は
、

第
一回
大
会
より
変
わ
ら
ず
持
ち
続
け

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
基
本
精
神
は

「理
工科
系
学
生
の学
術
及
び
文
化
の

交
流
、相
互
の親
睦
、
自
治
の
向
上
を

図
り
、学
問
抜
術
の健
全
な
る
発
展
に

寄
与
す
る
」
(大
会
趣
葱書
)
と
ある

▽
二
介

日
本
尋
売
公
社
、
宇
部
興
産

雷
印
乳
業
H
建
設
省
、
東
洋
高
圧
、
東

洋
紡
績
、
日
魯
漁
業
▽
一人
龍
三
井
物

産
、
名
古
屋
市
役
所
、
全
購
連
、穴
洋

漁
業
、
農
林
省
、
台
湾
製
糖
、
日
本
配

合
飼
料
、
日
本
飼
料
、
大
延
木
材
、
永

大
産
業
、
聯
合
紙
器
、
日
本
バ
ル
ブ
工

業
、
名
吉
展
鉄
道
、
王
子
製
紙
、
十
条

製
紙
、
国
策
木
材
、
住
友
林
業
、
臼
本

ハー
ド
ポ
ー
ド
、
申
越
パ
ル
プ
、
日
商

、
鐘
ケ
淵
化
学
工
業
、
日
本
油
脂
、
協

和
醗
酵
、
日
本
ビ
ー
ル
、
東
洋
レ
ー
ヨ

ン、
三
菱
商
串
、
明
治
製
菓
、
三
菱
レ

ー
ヨ
ン、
朝
目ビ
ー
ル
、
森
永
製
菓
、

キ
リ
ンビ
ー
ル
、
積
水
化
学
、丸
金
醤

油
、名
古
層
大
学
、
花
王石
鹸
、庵
原

農
薬
、
三共
製
薬
、放
射線
総
合
医学

研
究
所
、
長瀬
産
策
、
長崎
大
学
医
学

部
、
日
本
裟薬
、
ブ
ル
ト
ー
ザ
i
工
業

り

間
組
、
大
日
本土
木
建
設
、
ヤ
ン
マ
ー

デ
ィ
ー
ゼ
ル
、
三
菱
日
本
重
工
業
、
西

松
建
設
、
鈴
木
自
動
軍
、
ト
ヨ
ダ
自
動

織
機
、
奥
村
組
土
木
建
設
、
郡
是
製
糸

、
岩
井
産
巣
、
朝
日
新
聞
社
、
全
国
農

業
協
同
組
合
中
果
会
、
立
石
電
機
、
千

代
田
化
工
建
設
、
農
林
漁
業
金
融
公
庫

、
日
本
生
命
、農
林
中
央
金
庫
、
寿
屋

、
日
柵
実
業
、
東
洋
ベ
ア
リ
ン
グ
、
日

蒲
畷
霞
螺
暫
鵠
鎧

「院」は大学院の略)

○
…
…
…
・・

低
い
問
題
意
識
…
…
…
…O

こ
の
種
の
ゼ
ミ
は
、
討論
の
結果
を

実
際
行
動
に
移
す
の
は
、
不
可
能
で
あ

ろ
う
が
、
理
諭
的
な
闘
争
の
場
と
し
て

位
置
ず
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点

に
お
い
て
、
討
論
に
対
す
る
問
題
提
起

と
いう
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
担
当
校

第36回学術会議総会の成果をふまえて

 

　
法
、
振
興法
の
立法
の順
序
が
正
し
く

考
え
ら
れ
て
いな
い
点
で
重
大
で
あ

る
。
と
い
う
意味
で
、科
学
技
術
基
本

法
案
に
対
す
る
第
二
の批
判
がな
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
科
学
技
術
基
本法
(そ

れ
が
単
な
る
科
学
技
術
振
興
法
にと
ど

ま
ら
な
い
で
真
の
科
学
技
術
基
本法
で

あ
っ
た
と
し
て
も
)
は
、
ぜ
ひと
も
科

学
研
究
基
本
法
が
成
泣
し
て
のち
に
こ

れ
を
ふ
ま
え
て
制
疋
さ
れ
な
けれ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
従
っ
て研
究
基

本
法
を
前
提
し
な
い
科
学
技
術基
本
法

の
制
疋
は
、
そ
も
そ
も
本
末
頚倒
であ

り
、
そ
の
名
に
仙
す
る
扱
術
櫨本
法
は

案
名
ユ
、
波
南
基
本
法と
銘
打
っ
ては
一と
う
て
い
作
ら
れ
る
はず
が
な
いレ
一い

学 部 決定者数大企巣塑
内 訳
小企巣官公庁その他

14

196

学 部文教育学部

甕 済、 墓

6440

蜘202

40

獅
196

6

3

4

246 219 ユ 2 24工学部撲義
96 68 28

黍 峯 器 22 21 1

学 部 107 91 1 15
農学部撲 都 15一 7 8

 

36
年
度
卒
巣
生
就
職
先
企
巣
別
一覧

理
学
部

▽
四
人
皿
三
菱
電
機

、
富
士
、
電
機
、
東

芝
、
三
洋
電
機
▽
三
介

八
幡
製
鉄
、

日
本
原
子
力
研
、
関
西
鉄
綱
短
大
▽
二

人
瀦
I
B
M
、
川
崎
製
鉄
、
東
洋
レ
ー

ヨ
ン
、
日
本
電
気
、
ア
ラ
ビ
ア
石
油
、

住
友
金
属
、
京
大
防
災
研
△
一人
T
沖

電
気
、
日
本
生
命
、
八
幡
化
学
工
業
、

日
立
製
作
所
、
武
田
薬
晶
、
三
菱
レ
ー

ヨ
ン
、
東
亜
燃
料
、
松
下
電
器
、
東
洋

高
圧
、
協
和
醗
酵
、
日
本
パ
ル
プ
、
住

友
化
学
、
日
本
鉱
巣
、
日
本
無
線
、
日

大
理
工
学
部
、
住
友
原
子
力
、
日
立
造

船
、
松
下
魁
子
、
三
菱
原
子
刀
、
富
士

製
鉄
、
古
河
電
機
、
明
電
舎
、
関
西
原

子
炉
研
、
春
日
高
校
、
名
賓
屋
大
空
幅

研
、
理
化
学
研
、
防
衛
庁
、
東
北
大
科

学
計
測
研
、
本
州
製
紙
、
大
阪
大
理
学

部
、
大
阪
府
立
放
射
線
研
、
大
阪
而
立

鋤
生
研
、
同
志
杜
大
、
京
大
工
業
教
員

獲
成
所
、
住
友
金
属
鉱
山

窟

犠
細

▽
天

丸

簸

田

・…
…
…
…
ー
▽
四
人
11
旭
化
成
、

伊
縢忠
、
武
田
薬
贔
、
安
宅
腔
巣
、
昌

本
冷
蔵
▽
一二人
蘇
味
の
素
、
住
反
商
争

工 学 部 就 職 先 決 定 一 覧(「 学」は学部、

致命的な情勢把握の欠落
展望欠いた日常要求のみ

 

の
阪
工
大
の
問
題
意
識
は
、
いた
って

あ
い
ま
い
で
あ
り
、
趣
意書
によ
れ
ば

「将
来
社
会
の
指
導
的
立場
に立
つ
ぺ

き
我
々
理
工
系
学
生
は
、
社会
に出
て

も
恥
じ
な
い
教
養
を
養
い
、本
釆
の使

命
た
る
学
問
研
究
に
志
ざ
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
ま
た
産
業
合
理
化
の
問
題
も我
々

技
術
者
の
卵
が
常
に
切
実
な
問
題
と
レ

て
と
り
上
げ
、
産
業
界
に
お
け
る
技
術

的
な
面
と
共
に
社
会
問
題
を
考
慮
し
我

々
の
態
度
を
決
定
す
べ
き
で
あ
る
」
な

ど
と
い
う
。
こ
れ
は
、
分
科
会
「産
学

協
同
に
つ
い
て
」
に
も
も
ち
こ
ま
れ
、

彼
等
の
思
考
基
盤
た
る
「日
本
に
お
け

る
人
口
過
剰
と
資
源
不
足
か
ら
技
術
を

売
る
こ
と
に
よ
って
生
き
る
し
か
な
い

そ
れ
故
科
学
技
術
振
輿
は
、
重
要
な
事

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
米
国
の

産
業
界
を
ひ
き
あ
い
に
出
し
「産
学
協

同
の
推
進
は
産
業
界
当
面
の
要
講
に
応

え
る
と
同
時
に
学
生
に
広
い
視
野
か
ら

物
事
を考
える
風
潮
と
合
理
的
鵬
神
を

植
え
つ
け
る
」

(資
料
集
・産
学
協

同
)
と
い
う
。
こ
の
よう
な
執
行
部
の

問
題
提
起
に
は
「資
本
主義
体
制
下
に

お
け
る
技
術
革
新
が
何
を
も
た
ら
す
か

と
い
う
視
点
が
抜
け
て
い
る
」
と
い
う

窓
見
も
だ
さ
れ
、
特
に
二
月
目
奈
良
女

か
ら
「状
勢
の
把
握
を
行
な
っ
た
後
で

討
議
し
な
お
せ
」
と
議
長
不
信
認
案
を

提
出
さ
れ
、
討
讃
不
能
に
な
り
一二月
貝

に
犠
長
交
代
の
後
改
め
て
討
議
し
な
お

難
難
鍵

り
、
合
理
化
は
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
聞
題
准
持
ち
出
し
、
表
面
的

な
「産
芸
口理
化
に
お
け
る
人
間
性
の

変
貌
」
と
か

「教
育
制
度
の
検
討
」

「基
礎
研
究
の
問
題
点
と
打
開
策
」(産

業
合
理
化
の
諸
問
題
・近
大
)に
関
す
る

問
題
提
起
に
と
ど
ま
り
、
合
理
化
の
要

因
に
関
す
る
考
察
が
ま
った
く
な
さ
れ

て
いな
い
。
さ
ら
に
姫
工
大
担
当
の

'「自
治
会
」
の
問
題
提
起
も
、
大
学
自

治
会
の
ア
ンケ
ー
ト
を
集
め
た
資
料
を

つく
り
、
そ
の
中
で
「学
生
大
会
につ

い
て理
工系
学
生
の性
質
上
集
り
が
悪

い
。
自
泊
臼
の
予
算
は資
金
不
足
であ

る
、
勉
学
と
自
治会
活
動
の
両
立
准
ど

か
った
き
ら
い
が
あ
る
。

O
…
…
…
…

奇
妙
な
産
学
協
同
論

・・…
…
・…
O

こ
の
よ
う
な
た
め
各
分
科
会
に
お
け

る
討
議
も
理
諭
的
低
迷
な
い
し
は
、
混

乱
を
の
が
れ
え
な
か
った
。
次
に
分
科

会
の
討
論
の
概
況
を
述
べ
て
み
よ
う
。

「産
学
協
同
」
分
科
会
(参
加
者
二
十

ほ
ど
)

二
日
目
の
混
乱
を
引
き
う
け

て三
日
目
は
、
資
本
主
義
下
に
お
け
る

「産
学
協
同
」
と
いう
テ
ー
マで
討
論

が進
めら
れ
「産
学
協
同
を
思
想
的
に

み
る
の
は
誤
り
であ
り
、
いま
存
在
す

る
以
上
そ
れ
にど
う
対処
し
て
いく
か

が
璽
要
だ
」
(大
阪
工
大
)
と
い
う
発

言
に
対
し
て宮
崎
大
、
大
阪
工
大
、
姫

工
大
な
ど
か
ら
「産
学
協
同
は
、
あ
の

ま
で
資
本
主
義
の
甲政
策
と
し
て
と
ら

え
る
べ
き
で
あ
り
、
大
学
設
備
の
拡
充

は
産
業
界
に
た
よ
る
こ
と
な
く
、
学
生

が
大
学
当
局
か
ら
さ
ら
に
政
府
に
要
求

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
「産
学
協
同

[を
せ
ず
に
学
問
の
正
常
な
発
展
を
促
す

τ
嫉
李
需

髪
肇
活羅

す
る
必
姿
が
あ
る
」
(姫
工
大
)
な
ど

う
し
よ
う
か
、
あ
る
い
は
、
政
治
活動

に
っ
い
て
は
各
々
の
一く学
の
お
か
れ
た

位
置
と
い
う
も
の
に
お
い
て
決
定
さ
れ

る
」
と
い
う
よ
う
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の

整
理
に
と
ど
ま
り
、
肘
論
を
誘
発
す
る

よ
う
な
、
深
い
問
題
提
起
の
な
さ
れ
な

の
意

が
出
さ
れ
た
。

論
と
し
て

府
に
対
す
る
要
求
を
具体
化
寸
る
西め

に
、
単
位
自
治
会
の
娑
求
を
、
理
工
系

ゼ
ミ
執
行
部
に
連
絡
す
る
、
と
の
確
認

が
な
さ
れ
た
。

「自
治
会
」
分
科
会
に
つ
い
て
は
、

十
人ほ
ど
で
、
討
論
が
進
め
ら
れ
た
。

討
論
は
ク
ラ
ズ
活
動
の
現
状
、
生
協
問

題
、
学
生
会
館
、
阪
工
大
か
ら
は
コ

部
学
生
処
分
反
対
、
学
内
設
備
充
実
」

な
ど
日
常
的
活
動
の
報
告
に
と
ど
ま
り

理
工系
の
自
治
会
活
動
の
運
営
に
関
し

て何
ら
の
具
体
的
な
方
針
を
提
起
す
る

ζ
とな
く
終
って
し
ま
った
。

O
ー
・…
…
.・

資
本
主
義

下
の
…

…
…
……
O

ゼ
ミ
が
、
こ
の
よう
に、
停
滞
した

状
況
で
終
了
し
た
の
は、
執
行
部
お
よ

び
、
ゼ
ミ担
当者
の
提
起
が不
十
分
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「

た
だ
自
分
の
将
来
に
関孫
が
あ
る
こ
と

な
の
で
」
と
い
う
よ
う
な
、
明
確
な
問

題
意
識
を
欠
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
参
加

者
の
多
か
っ
た
こ
と
が
、
討
論
が
か
み

あ
わ
ず
産
学
協
同
に
お
い
て
「資
本
主

義
下
の
」
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
こ
ぎ
つ

け
な
が
ら
、
学
内
設
備
の
充
冥
と
い
う

重
要
で
あ
る
が
、
将
来
に
お
け
る
技
術

者
の
あ
り
方
と
い
う
よ
う
な
問
題
に
ふ

れ
る
こ
と
な
く
、
結
局
、
展
望
を
欠
い

た
日
常
要
求
に
と
ど
ま
って
し
ま
った

原
因
で
あ
ろ
う
。
(知
)

n

ホ

コ

リ

高

き

京

大

奈
良
本
英
裕

僕
は
、家
が学
校
に
近
い
の
で天
気

の
良
い
日
は
自
転車
で
登
校
し
て
い
る

北
門
を
入
っ
て
文
学
部
の
東
側核
工
研

の
横
を
ぬ
け
石
に
回
る
と
、
少
し
前
ま

で
は
猛
烈
な
エ
ン
ジ
ン
の
音
と
共
に
名

立
い
ダ
ン
プ
カ
ー
が
現
わ
れ
て
肝
を
冷

や
す
事
が
よ
く
あ
った
。
そ
の
後
が
ま

た
す
乙
い
土
ほ
こ
り
で
、
し
ば
ら
く
自

転
車
を
止
め
て
風
が
ほ
こ
り
を
運
ん
で

し
ま
う
ま
で
待
つ
こ
と
も
何
度
か
あ
っ

た
よ
う
に
思
う
。

最
近
は
こ
の
ダ
ン
プ
に
あ
ま
り
お
目

に
か
から
な
いが
、
正
門
か
ら
入
って

西
側
を
ぬけ
て
行
く
乗
用
車
に
も
時
々

悩
まさ
れ
る
。
こ
れ
が
大
挙
し
て
中
央

食
堂
に流
れ
込
む
。
西
部
でも
お
そ
ら

く
同
じ
こと
が
ある
だ
ろ
う
雨
の
日
は

雨
の
日
で
、自
転車
が
通
る
時
は
か
さ

を
横
に
し
な
け
れば
泥
水
を
ひ
っか
け

ら
れ
る
し
、
自
転車
の
タイ
ヤ
が
ぬ
か

る
み
に
入
っ
て
ス
リ
ップ
を起
す
こ
と

も
た
び
た
び
だ
。

そ
こ
で
問
題
に
し
た
い
の
は
一方
で

立
派
な
高
層
建
築
が
ど
ん
ど
ん
立
て
ら

れ
な
が
ら
、
他
万
我
々
の
足
で
ふ
ん
で

い
る
地
面
が
こ
の
よ
う
な
有
様
だ
と
い

う
こ
と
だ
。
た
だ
砂
利
を
ま
く
ば
か
り

で
な
く
、
本
格
的
な
対
策
が
ほ
し
い
。

新
し
い
校
會
が
ど
ん
ど
ん
立
て
ら
れ

る
事
は
結
構
な
こ
と
だ
し
必
農
な
事
で

も
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
の
資
金

が
あ
れ
ば
通
路
の
整
備
な
ん
か
で
き
そ

う
な
も
の
だ
。
一方
に
お
け
る
校
舎
の

老
朽
化
、
お
そ
ま
つ
な
ボ
ック
ス
な
ど

を見
る
と
、
ど
う
も
地
面
に
近
い
と
こ

ろ
程忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
気
がす
る
。
(京
大
交
二)
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井 上 滴1
竹内理三
古島敏雄

石母田 正
佐藤進一
林麗辰三郎

家永三跳
北山茂夫
奈良本辰也

口縮葺委員
北島正元
永」票」■呂

絡
戦
か
ら
十
七
年
、
日
本
史
研
究
は
飛
躍
的

に
進
歩
し
て
、
い
ま
や
全
く
面
目
を
一
新
し

た
。
本
講
座
は
、
今
日
の
研
究
を
代
表
す
る

一
入
○
氏
が
総
力
を
あ
げ
て
そ
の
成
果
を
絵

括
し
よ
う
と
す
る
画
期
的
な
試
み
で
あ
る
。

原
始
よ
り
戦
後
に
至
る
重
要
項
目
を
網
羅
し

た
全
時
代
史
で
あ
り
、
さ
ら
に
歴
史
の
流
れ

を
総
体
と
し
て
把
え
る
た
め
、
時
代
ご
と
に

「解
説
」
を
つ
け
、
ま
た
今
日
の
研
究
歌
況
を

示
す
「研
究
解
説
」を
付
し
て
読
者
の
便
を
計

っ
た
。
日
本
歴
史
に
つ
い
て
、学
問
的
に
も

っ

と
も
信
頼
し
う
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
歴
史

学
專
攻
者
は
勿
論
、
政
治
・経
済
・文
化
・思

想
等
、
隣
接
諸
科
学
の
学
生
諸
氏
に
薦
め
る

歴
史
学
の
出
発
は
こ
こ
か
ら

聚
大
新
聞
研究
所
教
授

日

高

由ハ
郎

敗
戦後
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、
二
千
年
を
越え
る
日

本
膠
史
の轡
き
か
え
の
仕
事
が
は
じ
ま
っ
た
。

そ
れ
は
や
り
甲
斐
が
あ
る
と
同
時
に
、
じ
つ
に
労苦
の

多
い仕
事だ
った
と
想
像
す
る
。
も
ち
ろ
ん
戦
前
か
ら
の

実
証
ギ
義
史学
の伝
統
が
あ
り
、
科
学
的
な
歴
史
科
学方

法
論
も
知
られ
て
い
た
。
し
か
し
塁
国
史
観
か
ら
ま
っ
た

く
解
放
され
、
そ
の影
も
と
ど
め
な
い
新
し
い
歴
更
を
嚇

く
と
い
う仕
拳は
、
一朝
一ダ
で
亮
成
で
き
る
も
の
では

な
か
っ
た
に
ち
が
いな
い
。

す
ぐ
れ
た
淋
史
学
者
の十
七
年
の
鴬
為
が
樂
大
成
さ
れ

日
本
歴
史
の
轡き
かえ
作
藁
の
、
現
在
の
段
階
で
到
遣
で

き
る
最
簡
水
準
を
提
供し
た
の
が
、
こ
の
講
座
だ
と
い
う

気
が
す
る
。

数
琿
前
、
興
味
本
位
の通
史
が
数
麓
刊
行
さ
れ
、
出
版

界
の
話
題
と
な
っ
た
こ
とが
あ
る
。
し
か
し
、
学
問
的
な

信
頼
感
に
裏
打
ち
さ
れ
た日
本
歴
処
講
座
は
、
戦
後
こ
こ

に
は
じ
め
て
鍵
現
し
允
と
いう
感
じ
が
深
い
.
今
後
こ
れ

を
読
ま
な
い
で
目
本
歴史
を
語
る
こと
は
む
ず
か
し
く
、

こ
れ
を
そ
な
え
な
い
で
麗
史教
胃
を
考
え
る
こ
と
は
不
可

能
だ
る
つと
思
う
.

⊃

-
凍
墾
よび
京
窟

1
・古
代
史
概
説
/
看
母
田
正
1
・旧石
舘
時
代
の
麟

聞題
/
芹
沢
長
介

皿
・概
丈
交
化
諭/
螺
井
壇
足

W

弥
生文
化
験
∠
糞

V
.国
家
の楚

7
庫
木
掌

次
薦

W
・古
墳
女
化
の
形
成
/
小
林行
雄

町
・四
・

冒
世
鵜
の策
ア
ジ
ア
と
日
本
/
藤間
生
大

姓
庸
舗

離
袖

実
物
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
各
巻
内
容

代
②
ー
④

13

・
近
世

21

・
現
代

1

・
原
始
お
よ
び
古

代
①

2
1
4

・
古

5
1
8

・
中
世

9
-

14
1
17

・
近
代

18
1

22
1
23
・
別
巻

全23巻

■
A
5
判
・ク
ロー
ス
装
函
入
/
本
交
軍
均
三
五
〇
頁
■

定
価
各
四
五
〇
円∠
工
O
O
円

□
詳
し
く
は
内
卿寛

本
を
O
覧
く
だ
さ
い
(内
容
見
本
ご
希
望
の
方
は
、
生
活

協
同
組
合
、
小
施
轡
店
、ま
たは
直
接
小
社
醤
藁
都
へ
㌧

=
一

申
込
締
切
/
5
月
31
日

予
約
申
込
者
に
の
み
お
頒
ち
い
た
し
ま
す
.
申
込期
限
5

月
31目
ま
て
に
生
活
協
同
組
合
、
ま
た
は
お近
く
の暢
店

へお
申込
み
く
だ
さ
い
。

の
ア

一
=

●

岩
波
書
店

中

暴
・
神
田

・
一
ツ
橋

振
揚
喚

以
二
・ハ
=
四
Q

24
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霧灘鱗鍵鰍 講
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尋
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難
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ロ が は ご
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労働者階級構成の変蓑遷
8
躍躍
岬彗

樋

(上)

 

肇

過
牛
数
占
め

安
爆
闘
争
にお
いて
、
労
働
者
陵

級
が
「属主
主
確
擁
慶
・膿
会
を
守

れ
」
と
いう
ス
回ー
ガ
ンに
よ
っ
て

市
属
と
し
て
しか
運
動
に
参
加
でき

ず
、
階
級
と
し
て自
か
ら
を
表
現
す

る
致治
行
勘
が
つい
に
み
ら
れ
な
か

る

,,罎
…

畷,
,,
.8
,..,,
漁

懸
賞
小
説
に
つ

に

マ
一
い
て
お
知
ら
せ

}
「

縞

第
三
回
の
本
社
懸
賞
小
説
募
集

は
、
三
月
三
十
一日
を
も
っ
て
し

3
め
き
り
、
た
だ
ち
に
黄
考
に
と
り
匿

か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
緒
果
を

玉
月
二
十
八
日
発
行
の
本
紙
上
に

て
発
表
す
る
予
定
で
す
。
す
で
に

応
募
作
品
は
選
者
の
伊
藤
整
、
野

間
宏
両
氏
の
手
で
、
最
終
選
考
の

段
階
に
あ
り
、
近
く
両
氏
に
お
集

一
ま
り
い
た
だ
い
て
合
評
会
壁
行
い

ま
す
。

乳

轟

大
学
新
聞
社

・,
,
Or5.
09,■"脚鯛"財9鶴嘘""
F"●"F甲闘吟瞬り"智

"

沼

労
働
者

都
市
の
中
産
階
級
が
移
行

「 日
本
で
は
、
資
本
主
義
が
高
度
に
発
展
す

る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
、
国
民
の
な
か

に
占
め
る
農
業
人
口
の
比
率
が
ひ
じ
ょ
う

に
大
き
か
っ
た
が
、
日
中
戦
争
か
ら
第
二

次
世
界
大
戦
と
そ
の
戦
後
過
程

へ
か
け

て
、
労
働
者
階
級
の
比
率
が
め
だ
っ
て
増

大
し
た
。
と
く
に
さ
い
き
ん
、
独
占
資
本

の
復
活
強
化
は
、
農
民
の
階
級
分
化
を
い

ウ
そ
う
促
進
し
、
労
働
者
階
級
を
は
じ
め

人
民
諸
階
層
と
独
函
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と

の
あ
い
だ
の
階
級
対
立
を
、
ま
す
ま
す
深

刻
に
し
て
い
る
。

　

日

本

の

階

級

構

成

田

9
た
.
こ
の
ε
と
か
ら
、
に
わ
か
に

2
署
階
級
の
前
進
の
み
を
贈
莫
し

た
り
、
凸難
押プ
ロ
レ
タ
堕
ア
ー
ト
を

空
想
し
た
り
す
る
方
向
も
哺部
で
生

ん
で
い
る
.
こ
れ
は
現
契
の
労
働
者

階
級
の
状
態
を
漂
く
齪鷹
し
、
隅
り

ε
ま
さ
れ
て
い
る
深
部
の
階
級
的
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
ど
の
よ
う
な
載
術
に
よ

①

っ
で
解
放
ざ
れ
る
か
へむ
かわ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
.
エン
ゲ
ル

ス
の
「イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
署

踏
級
の
状
態
」
の
慧
図
を
口
本
に
お

い
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
試
み
は
現

在
で
は
単
に
労
璽
賓噌
級
の
夷
態
把

握
に
と
8
ま
ら
ず
組
織
騎
に
ま
で
高

め
ら
れ
ね
ば
な
る
ま
い
.
(編
集
部
)

昭和
三
十
玉
年
国
晒劇
査
の
職
業
分

類
統
計
を
組替
え
て
試
算
し
た
と
こ
ろ

に
よる
と
、日
本
の
階
級
鰐
成
は
、
資

本
家
階
級
=
。三
劣
、
都
布中
産
階
級

一厳
・0
%
、農
昆
階級
三
〇
・七
%

労
働
老
階
級
垂
7
Q
%
と
な
っ
て
お

り
、
い
ま
や日
本
の労
励
者
階
級
は
、

国
民
の
な
か
で
麦
配的
な部
分
を占
め

つ
つあ
る
階
級
と
み
なし
て
よ
い。
五

年
前
の
昭
和
三
Q
年国
9
調
査
で
も
、

「労
働
力
天
口
」
に
た
いす
る
労
働
者

階
殻
(
「亮
全
失
業
者
」
を
ふ
く
む
)

の
比
峯
は
、
四
四
・七
%
で
第
一位
を

占
め
た
が
、
ま
だ
過
半
敬
に
は
た
っ
し

て
い
な
か
つ
た
。

と
こ
ろ
で
、
石
の
計
算
方
法
に
よ
る

と
、
資
本
家
階
級
の
場
合
、
ど
ん
な
に

小
さ
な
経
醤
で
も
、
機
能
し
て
い
る
か

ぎ
り
の
全
資
本
家
お
よ
び
そ
の
代
行
者

コ

(
「管
琿
的
職
棊
従
事
看
」
)
と
、
躁

長
以
上
の
す
べ
て
の
公務
員
を
ふ
く
ん

で
お
り
、
あ
き
ち
か
に
温天
財
算
と
み

な
け
れ
は
な
ら
ず
、
また
、
都
市
中
産

階
級
(小
商
入
・手
工
藁者
・自
由
職

策
者
)
の
うち
、手
工
業者
と
し
て
分

類
さ
れて
いる
部
分
に
は
、
か
な
り
多

く
の
家
困労
働
看
が
まぎ
れ
こん
で
い

る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、都
市

中
産
階
級
と
農
昆
の
場
合
、当
然
なが

ら
「家
涙
従
業
看
」
が
ふ
く
ま
れ
て
い

る
点
を
考
慮
す
れ
は
、
貨
金
勢
働
者
と

そ
の
家
族
が
全
国
民
中
に
δ
め
る
比
率

ー

、

④
目

'姻錐
鍵

㈱
総

も
な
く
実
り
も
な
く
吹
き
す
さ
ぶ
雪

風
が
荒
涼
と
し
て
吹
き
す
ぎ
る
。
は

る
か
高
い
丘
の
あ
た
り
は
雲
に
か
く

れ
た
黒
い
日
に焦
げ
、
晴
く
輝
く
地

平
線
を
つ
け
た
大
地
の
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
に
黒
い
漏
斗
形
の
穴
が
勲
つ
り
ぽ

つ
り
と
開
い
て
い
る
。
そ
の
寂
の
口

の
あ
た
り
は
先
命
の
過
度
π
充
ち
た

唇
の
よ
う
な
光
沢
を
放
ち
う
ず
た
か

い
土
鰻
頭
の
真
中
に
開
い
て
い
る
そ

の
穴
が
、
繰
り
返
さ
れ
る
、
鈍
重
で

淫
ら
な
触
感
を
待
ち
う
け
て
、
ま
る

で
軟
体
動
物
に
属
す
る
生
き
も
の
の

よ
う
に
幾
つ
も
大
地
に
口
を
開
け
て

い
る
ー

」

"
そ
ん
な
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
"暗
い

絵
σ
の
よ
う
な
世界
を
生
き
た
若署

た
ち
、
空
気
で
は
な
く
寒
天
液
で
も

呼
吸
し
て
い
る
よ
う
な
窯
息
感
に
あ

え
い
で
い
た
若
者
た
ち
。
し
か
し

「彼
ら
は
不
翠
だ
っ
た
」
な
ど
と
い

う他
人
行
儀
な
お
く
や
み
は
、我
六

の
コト
バ
を樋
用
する
な
ら
、現
在

に
許
れ
て
い
な
い
。
大
江
流
に
い
え

は
現
代
も
ま
た
醐女
陰
的
世
界
々
な

の
で
あ
り
、
彼
ら
を
勘
き
の
と
れ
ぬ

囲
い
の
中
に
追
い
立
て
ら
れ
て
い
く

群
羊
に
た
と
え
る
な
ら
我

は々
た
か

だ
か
放
し
飼
い
に
さ
れ
て
い
る
羊
ほ

ど
に
し
か
ち鎌
三

分
は
ね
ま
わ

り
な
さ
い
.

し
か
し
柵
に

近
づ
い
て
は

い
け
ま
せ
ん

よ
。
柵
に
は

+
万
ボ
ル
ト

の
電
気
が
流

れ
て
い
ま
す
か
ら
」
1

そ
う
や
さ

し
く
よ
ぴ
か
け
る
羊
番
が
実
は
狼
か

も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。

憂
間
宏
の
「暗
い
絵
』
に
登
場
す

る
何
人
か
の
学
生
た
ち
は
、
そ
の
状

況
般
定
を
わ
す
か
に
抽
象
化
す
る
だ

け
で
、
た
ち
ま
ち
現
在
の
そ
れ
と
共

通
す
る
学
生
群
と
し
て
再
生
し
う
る

だ
ろ
う
む躯
鵜
晶
轟

曳3)

 

三
六
3
七
年
。
台
頭
す
る
フ
ァシ
ズ

ム
の
嵐
に
対
抗
す
る
た
め
の
入
民
戦

線
戦
術
の
申
で
反
フ
ァ
ッ
シ
ョ
勢
力

は
二分
さ
れ
て
いた
。
そ
のよ
う
な

時
代
背
景
をせ
お
っ
て
、
こ
の小
説

の
申
に
も
=
つ
の
学
住
活
勧
家
集
団

彼
の来
る
べき
場
所
は
、
こ
こ
よ
り

他
に
は
な
い
と
考
え
な
が
ら
も
、

(申
略
)
や
はり
侮の
遭
は
こ
こ
か

ろ
離
れ
て
い
る
と考
え
の
る
で
あ

る
.
永
杉
や羽
山
の行
く
道
と
何
処

か
の部
分
で変
叉し
なが
ら
、そ
し

て礎
叉
す
る程
もっ
と
も
近
づ費
否

い
なが
ら
、
つ
いに
一
つに
璽
な
り

合
わ
ぬ
と
いう
よう
な
、
も
ど
か
し

い
痛
み
を感
じ
る
の
で
あ
る
。
…

・9・』彼
は
自分
の
志向
と
は遠
い小
泉

ら
の合
法
主
義者
グ
ルー
プ
に
対
し

に
ふ
ん
ぎ
り
の
つ
か
ぬ
状
態
一般
に

対
す
る
自
己
弁
護
、主
体
佐
欠
如
に

対
す
る
ア
リ
バ
イ
に
お
き
か
え
た
り

す
る
。
し
か
し
そ
こに
は自
己
回
避

と
自
己
沈
潜
と
の巧
妙
な混
同
が
あ

る
こ
と
を見
逃
し
て
な
ら
な
い。
そ

の画
者
を唆
別
す
る
ポー
ラ
ロイ
ド

を透
し
て彼
を
なが
め
る
とき
彼
は

現
代
に
通
ず
る青
年像
とし
て彩
や

か
に浮
か
び
上
っ
て
く
る
の
で
あ
る

嫡離
鵠
㈱
晦

{

論

玲

な
乖

庸

-

の

深

見

進

介
-
1

深
い
自
己
沈
潜
に
評
価
を

が
登
場
す
る
。
一方
に
合
法
的
活
動

に
重
点
を
お
く
小
泉
、
赤
松
、
谷
口

江
後
、
葵
沢
ら
の
グ
ル
ー
プ
が
あ

り
、
他
方
に
覚
再
建
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ァ
ー
ト
革
命
を
現
下
の
急
務
と
す
る

永
杉
、
羽
山
、
木
山
ろ
が
い
る
。
主

人
公
深
見
進
介
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

は
永
杉
グ
ル
ー
プ
に
接
近
し
な
が
ら

も
、
彼
ら
と
雑
談
を
変
し
て
い
る
中

に
「こ
れ
じ
ゃ
あ
な
い
」
と
恩
わ
ず

に
い
ら
れ
ぬ
人
物
で
あ
る
。

「彼
は
、
彼
の
い
る
ぺ
き
場
所
、

て
も
、
彼
ら
が
自
分
よ
り
は
る
か
に

広
範
な
違
解
力
を
持
ち
、
情
勢
判

断
に
適
確
さ
を
示
す
こ
と
を
謎
め
、

「レ
1
ニ
ン
な
ら
は
む
し
ろ
侮
よ
り

彼
ら
の
方
を
儀
ぶ
だ
ろ
う
」
と
考
え

る
が
、
そ
の
貞
で
深
見
自
舅
を
少
し

も
卑
下
し
て
い
ず
、
い
く
分
シ
ニ
カ

ル
に
累
然
と
そ
れ
を
認
め
る
に
す
ぎ

な
い
.
こ
ん
な
タ
イ
ブ
を
我
た
は
や
や
も

す
れ
は
『ヒ
ヨーー
ミ
』
の
レ
ッ
テ
ル

一枚
で
片
ず
け
た
り
、
あ
る
い
は
逆

己
の
完
成
を
逼
求
す
る
と
い
う
未
だ

思
狽
の
形
を
と
る
ほ
ど
足
か
で
は
な

い
が
、
あ
る
い
は
む
し
ろ
自
己
に
執

蕎
し
た
そ
し
て
い
か
に
し
ても
そ
の

執
覆
を
た
ち
き
り
え
な
い歩
み
が
あ

る
。
』
彼
の
迫
ら
れ
て
い
る
の
は
、
い
ず

れ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
べき
な
の

か
と
い
っ
た
選
択
問
題
で
はな
い。

彼
の
中
でう
ず
いて
い
る
の
は全
く

別
次
元
で
の
問
題
であ
る
。
よ
り
大

き
な
歴
史
の
中
に
彼
を
と
ら
え
る
な

らは
、深
見
進
介
は転
岡
、
非転
向

と
いっ
た
色
分
け
で
は分
類
で
き
ぬ

新
し
いタ
イ
ブ
の人
間
、
『禾
93～歩

む
べき
迫
を見
出
し摺傅
な
い
』
ゆ
う

う
つ
な
一
人
オ
オ
カ
ミ
な
の
で
あ

る。現
代
の学
生
運動
家
達
は
、
大
部

分
が
社
会
運
動
の
根
底
に
自
己
を
す

え
て
い
る
。
『自
己
の
た
め
の
蓮

動
』
な
⑦
で
あ
る
。
そ
の
点
で
こ
の

小
説中
の
学
生
括
動
家
逮
と
彩
や
か

な
対
暇
を
な
し
て
い
る
。
彼
ら
に
と

っ
て
運
動
は
"社
会
の
た
め
"
と
い

う
使
命
感
に
な

つ
て
お
り
、
そ

の
発
想
は
旧
式

の
儒
教
的
道
徳

体
系
に
根
底
し

て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
彼

ら
に
は
程

活

動
家
の
銀
座
で

ビ
フ
テ
キ
岸喰

っ
て
か
ら
タ
ク

シ
ー
で
か
け
つ

け
て
国
会
デ
モ
の指
揮
に
立
つ
ド
ラ

イ
タ
ッチ
や卒
藁
と
も
な
れ
は
コ
ネ

でも
カ
ネ
でも
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
使
っ

て
な
る
ぺ
く
よ
さ
そ
う
な
職
に
あ
り

っく
変
り
身
の繁
早
さ
は
ま
る
き
り

納
鶴
いか
ぬ
にも
が
い
な
い
、逆
に

我
々
の側
か
ら
い
え
は
、
彼
ら
の
申

にあ
る使
命
感
、悲
愉
感
が
、
た
と

え追
い
つ
め
ら
れ
た時
代
習
景
を
割

り
引
いて
み
て
も
、
ひ
ど
く
大
時
代

が
か
っ
た
倫
理
懸
に
み
え
る
の
で
あ

る
。

講

鰐
㈱
漁

羽
由
も宋
山
もイ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
殉

教
者
とし
て
は
か
な
く獄
死
し
て
い

く
の
だ
が
、
そ
ん
な
彼
ら
を
主
人
公

深
見
は
「仕
方
の
な
い
正
し
さ
だ
」

と
と
ら
え
る
。
深
く
皇

藩

し
た

者
の
み
に
特
有
の
冷
徹
な
目
は
さ
ら

に
「そ
う
だ
、
や
は
り
仕
方
の
な
い

正
し
さ
で
は
な
い
。
仕
方
の
正
レさ

を
も
う
一度
真
窟
ぐ
に
、
し
ゃ
ん
と

直
さ
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が

俺
の
役
割
だ
.」
と
見
通
す
の
で
あ

る
。

、

彼
の
模
蘇し
た
道
、
そ
れ
は
"タ

テ
マ
エ
と
し
て
の
社
会
運
動
"
と

"自
我
謬
と
の
架
橋
だ
っ
た
。
運
動

を
自
己
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
な
お

す
と
い
う
視
点
だ
っ
た
。
こ
こ
に
戦

後
の
新
し
い
学
生
活
動
家
の
プ
ロ
ト

タ
イ
ブ
を見
い
出
す
の
で
あ
る
。

現
在
の
挫
折
状
態
が
も
た
ら
す
焦

燥
感
の
中
で
深
見
進
介
は
再
び
新
た

な
重
要
佐
を
お
び
て
き
た
と
い
え

る
。
ブ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
の
"階
い
絵
"

は
再
び我
六
の
中
に胎
動
し
は
じ
め

て
い
る
。た
だ
、時
代
は
彼
に
猶
予
を

与
え
な
か
っ
た
。
"仮
眠
の
苓
節
"

な
ど
と
い
う幾
分
し
ゃ
ら
く
さ
い
名

の
再
雌発
の
喫
機
を
き
わ
め
て
容

易
に
持
ち
う
る
こ
と
は
、
か
な
り
宙

ぶ
ら
り
ん
な
が
ら
も
我
ん
と
し
て
や

は
り相
対的
卓
福
と
い
わ
ね
は
な
る

ま
い。

(文
亨

勝
)

は
、
い
っ
そ
う
高
い
こ
と
に
な
る
。

臼目衛
隊
員
や
警
察
官
、
ま
た
「保
安

サ
ー
ビ
ス
従
峯者
」
の
一部
分
と
「家

事
サ
ー
ビ
ス
従
事
看
」
の
大
部
分
は
、

そ
れ
ぞ
れ
労
働
者
階
赦
と
み
な
す
わ
け

に
は
い
か
な
い
が
、
統
計
上
の
制
約が

あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
か
れ
ら
も
労
働

者
階
級
に
ふ
く
め
て
蹴
算
し
た
)

こ
の
よ
う
な
労
働
者
階
級
の
増
大

が
、
ひ
と
つに
は
、都
市
申
産階
級
の

賛
金労
働
者
化
に
もと
つ
い
て
いる
こ

と
は明
ら
か
で
あ
る
。
日
本
の都
市
中

産
階
級
は
、
昭
和
三
〇
年
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
大
ざ
っ
ぱ
に
み
て
労
働
者
階

級
の
三
分
の
一よ
り
多
か
っ
た
が
、
五

年
後
に
は
、
そ
れ
が
三
分
の
一よ
り
少

な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
さ
い
き
ん
み

ら
れ
る
労
働
看
階
級
の
増
穴
と
も
っ
と

も
深
い
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

は
、
興
労
働
に
依存
す
る
唇
国の
大
鑑

発
生
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
農
漁
村
か

ら警

へ
の
人
日
流
出
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

高

ま
る
農
村

人
。
減
少
率

工
業
部
門
へ
大
量
に
流
出

農

業

人

口

の

流

出

一九
六
〇
年世
界
農
林
業
セ
ンサ
ス

に
よ
る
と
、日
本
の
農
家
人
口
は
、
一

〇
年
前
に
く
ら
ぺ
る
と
八
・九
%
の
減

少
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
減
少
率
は
年

を
お
っ
て
高
く
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、

展
家
人
口
そ
れ
自
体
の
な
か
で
、
自
家

農
莱
以
外
の
兼
業
に
徒
事
し
て
い
る
も

の
の
比
率
も
、
一〇
年
前
の
二
三
。七

%
か
ら
三
二
・七
%
へふ
え
、
こ
の
増

加
率
は
三
四
。三
%
と
い
う
高
さ
で
あ

る
.
し
か
も
、
兼
業
従
事
者
の
う
ち
、

季
節
的
出
塚
き
な
ど
で
な
く
、
慣
常
的

な
賀
労
働
に
従
箏
す
る
も
の
捻
、
一〇

年
前
に
く
ら
べ
る
と
七
八
。八
%
増
と

な
っ
た
.

一九
六
Q
年
に
つ
いて
いえ
は
、農

家
か
ら転
出
し
た
就
職
離
村
者
が
四
一

万
人
、農
家
か
ら
の通
勤
形
態
を
とっ

た
も
のが
二八
万
人
で
あ
る
。
こ
のう

ち
、離
村
の場
含
の
転
出
地
は、
大
都

市
工
菜
地
帯
が
玉
四%
で
あ
り
、珈
れ

ら
の就
職
先
は
、
玉
一%
ま
で
が
製
造

業
に
よっ
て
占
めら
れ
て
い
た
(一九

五
九
年
)
。
また
、
通
勤
形
態
の
場
合

は
、離
村
者
の場
合
に
く
ら
ぺ
て
、
商

業
・サ
ー
ビ
ス
業
など
に
就
職
す
る
も

のが
い
っ
そ
う少
なく
、
と
く
に
さ
い

き
ん
は
、製
造
桑
に就
職
す
る
も
のが

いち
じ
る
し
く
増
加し
て
いる
。

し
かし
へ
労
働
異
動
調
査
に
よっ
て

展
業
か
ら
製
造業
の従
繋
員
三
〇
人以

上
の企
桑
へ転
賊し
た
も
の
の雇
用
条

件
を
み
る
と
、男
も女
も
、臨
時
工が

大
部
分
を占
め
て
い
る
点
は見
のが
せ

な
い。
製
造桑
で
も
従
葉
員
三
〇
人未

満
の企
渠
や
、商
榮
・サー
ビ
ス業
の

需
細
企棊
へ就
職
し
た
も
の
を
ふく
め

て考
え
ると
、
労
働
条
件
の
劣
悪
な
部

門
へ流
田
し
た
農
民
の
比
率
は
、
さ
ら

に高
い
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

農
村
で
は
、
学
校
を
卒業
し
て
か
ら

展
藁
に
従
事
す
る
青
年
男
女
が
ヤ
ひ
じ

ょ
う
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
交
都
省

の翻
査
に
よ
る
と
、
中
学
・高
校
を
卒

灘

て
塞
票
垂

し
た
も
の
が
、

一九
謝
○
年
に
は
四
三
万
九
〇
Q
O
人

を
数
え
、
ほ
ほ
第
二
次
世
界
大
戦
前
の

水
琿
を
継
持
し
て
い
た
け
れ
ど
も
、
そ

れ
が
年
六
減
少
を
つ
づ
け
、
一九
六
一

年
に
は
、
わ
ず
か
七
万
六
〇
〇
〇
人
と

六
分
の
一以
下
に
激
減
し
て
い
る
。
農

家
に
生
れ
て
生
産
年
令
に
た
っ
す
る
長

男
の人
数
は
、
年
々
二
Ω
力
人
に
近
い

と
挫
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
を
右
の
七
万

六
〇
〇
Q
人
(男
女
合
慰

に
く
ら
べ

る
と
、
現
在
は
農
廉
の
畏
男
の
多
く

も
、
農
業
を
離
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

昭
和
三
五年
国
勢
調
査
に
よる
と
、

日
本
の
農
業
就
業
者
は
、
玉
年
前
に
た

い
し
て
一六
七
万
人
(=

・二
%
)

の
減
少
を
示
し
て
お
り
、
と
く
に
着
年

令
層
展
棊
砒
藥
者
の
減
少
ぶ
り
が
い
ち

じ
る
し
い
。
つ
ま
り
、
一九
五
五
1
六

〇
年
の
五
年
間
に
、
一玉
-
一九
才
で

五
九
万
人
(四
八
・八
%
)
減
、
一一〇

1
二
四
才
で
六
八
万
人
(三
六
・七

%
)
減
、
二
五
-
二
九
才
で
三
六
万
人

(二
〇
・O
%
)
減
ど
な
つ
て
い
る
。

か
れ
ら
の
大
部
分
は
、
展
村
か
ら
都
市

へ
、
展
藁
部
門
か
ら
工
業
部
門
へ
流
出

し
た
の
で
あ
る
。

特
徴
的
な
生
産
労
働
者
の
増
加

大

中

企

業

へ
の
集
中

日
本
の就
薬
人
口
の
産
薬別
構
成
を

み
る
と
、
一九
六
〇
年
に
は
、農
林
漁

葉
一
四
三
五万
入
(三
二
・
七
%
)
、

鉱
棊
五
三万
人
(一
。二
%
)
、
薩設

榮
二
七
〇
万
入
(六
。二
%
)
、
製
造

藁
九
五
Q
万
人
(二
一
・七
%
)
、
運

輸
通
儒
そ
の
他
の
公
益
事
菜
二
四
四
万

人
(五
。六
%
)
、
卸
小
売
業
六
八
七

☆
新

刊

紹

介

☆

経
済
学
体
系
と
歴
史

(一"
の
学
更
的
瓢
諭
)

西
村

孝
天
著

ζ
の書
に
お
いて
舗
者
の問
題
意
識

の根
匠
を
な
す
も
の
は
「歴
史
意
識
」

と
「雇
奥
器
識
」
す
な
わ
ち
「驚
済
煙

諭
の
構
築
に
当
っ
て
、
灘
き
の
糸
と
な

っ
た
時
代
に
対
す
る
課
題
意
識
」
と

「こ
の
孫
論
の
現
実
に
対
す
.の解
剛
。

分
析
の
論
理
」
で
あ
る
.
そ
し
て
、
こ

の
「麗
史
螺
臓
」
と
「歴
更
認
識
」
を

縄
済
学
の諸
学
説
に
お
いて
徹
底
的
に

究
朋
す
る
こ
と
が
、鮮
済
学
の
琿
論
的

・政
策
的
・簾
更
的
研
究
のあ
ら
ゆ
る

分
野
に
わ
た
る極
め
て根
源
的
な問
題

を解
明
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と筆
者
は

考
え
る
。
こ
う
し
た問
題
意
識
に
立
っ

て
筆
看
は
、
具
体
的
に
経
蔽
学
そ
の
も

の
の
成
立
か
ら
発
展
、
そ
し
て
現
状
に

棄
る
ま
で
の
個
々
の
学
説
、
琿
論
を

「学
説
史
」
的
に
取
り
扱
い
な
が
ら
そ

れ
ろ
の
諸
学
説
を
犀
更
懲
識
」
、
「歴

更
認
識
」
と
い
う
立
崩
い
ら
分
析
楡
訂

し
て
い
.⇔。
個
六
の
学
瀧
、
挿
論
と
い

っ
て
も
、
す
べ
て
を
取
り
上
げ
て
い
れ

は
ボ
ウ
大
な
も
の
と
な
る
わ
け
で
、
こ

の
轡
に
は
各
学
派
別
に
飯
も
重
要
と
考

え
ら
れ
る
諸學
者
の
学
説
-
古
典
経

済
学
で
は
ス
ミ
ス
、
リ
カ
ー
ド
ゥ
、
マ

ル
ク
ス
経
済
学
で
は
マ
ル
ク
ス
、
歴
奥

学
派
と
し
て
リ
ス
ト
、
旧
歴
史
学
派
で

は
ロ
ッ
シ
ャ
i
、
ヒ
ル
デ
ブ
ラ
ン
ト
、

ク
ニ
ー
ス
、
新
歴
史
学
派
で
は
シ
ュ
モ

ラ
ー
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
ブ
レ
ン
タ
ー
ノ

そ
の
他
ミ
ル
、
近
代
経
済
学
一般
を
あ

げ
て
論
じ
て
い
る
。

総
じ
て
諭
擁
は
非
常
に
直
線
的
で
朋

快
で
あ
り
わ
か
り
や
す
い
。
そ
れ
が
た

め
、
諭
題
の
飛
躍
や
結
翰
を
急
ぎ
す
ぎ

る
点
が
若
平
ひ
っ
か
か
り
は
す
る
が
、

搬
後
ま
で
一気
に
読
め
る
本
で
あ
る
.

経
済
学
史
を
通
し
て
の
経
済
学
そ
の
も

の
へ
の
ア
ブ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
い
た
る

所
で
大
胆
な
問
題
提
起
を
行
っ
て
い
る

こ
と
で
、
経
済
を
尋
攻
す
る
人
に
は
一

続
を
勧
め
た
い
。
(禾
来
社
刊
。B
六

判
・二
六
一翼
・四
八
Q
円
)
(伊
)

・

万
人
(
一六
・Q
%)
、金
融
・保
険
・

不
動
産
業
八
Ω
〃
入
(一
・八
%
)
、

サ
ー
ビ
ス
菜
五
一七
万
人
(=

・八

%
)
、
公
務
=
二三
万
人

(三
。○

%
)
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
四
〇
年
前
に

く
ら
べ
る
と
、
農
蒜
漁
藁
就
業
者
の
比

率
は
、
一一〇
。九
%
低
下
し
、
他
方
、

鉱
工
藁
Q遅翰
通
信
藁
も
ふ
く
む
)
就

藁
者
の
比
率
は
、
九
・七
%
上
昇
し
て

い
る
。
た
だ
し
こ
の
同
じ
期
間
に
、
不

生
産
的
な
ら
び
に
寄
生
的
部
門
の
就
薬

人
口
も
、
構
成
比
率
が
一九
・六
%
か

ら
三
二
・六
%
へ
急
上
昇
し
て
い
る
こ

と
は
重
視
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
、
さ
い
き
ん
の
雇
用

労
働
者
(「管
琿
的
職
葬
従
豪
老
」
を

除
く
雇
用
者
)
の
増
加
が
が
と
く
に
各

産
業
部
門
に
お
け
る
生
産
的
労
働
者
の

増
加
を
主
軸
と
し
て
い
る
点
は
、
め
だ

っ
た
特
徴
で
あ
る
。
日
本
の雇
用労
働

者
は
、
一九
丑
五
年
に
は
一七
一〇
万

人
で
あ
っ
た
が
、
で九
六
〇
年
に
は
二

=
五
七
万
人
に
た
っ
し
、
この
五
年
間

に
総
数
で
も
一二二
%
の
増
加
を
み
た
。

そ
し
て
、
と
り
わ
け
生
豫
的
労
働
者
の

増
加
率
が
高
く
、
三
七
・二
%
堂
示し

た
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
昭
和
三
五
年
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
雇
用
労
働
者
の
職
棊
別
構
成

は
、
専
門
的
技
術
的
職
棊
従
峯
者
が
一

八
一万
人
、
事
務
従
購
者
が
四
四
六
万

人
、
牛
産
的
労
働
看
が
=
一二
九
万
人

販
売
従
事
者
が
一八
八
万
人
、
サ
ー
ビ

ス
職
業
従
事
者
が
二
一三
万
人
で
あ
る

が
、
こ
の
う
ち
、
塁
門
的
技
術
的
職
業

従
琳
老
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
技
術
老
の

か
な
り
の
部
分
と
、
涙
瞭
併
健
技
術
者

お
よ
び
事
務
従
事
者
の
一部
分
は
、
い

ま
牛
産
過
群
に
お
き
て
い
る
技
術
上
の

変
化
を
考
慮
す
れ
は
、
生
産
的
労
働
者

と
み
な
す
ぺ
き
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
、

日
本
で
も
、
労
働
者
階
蔽
の
中
杉
で
あ

る
工
葉
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
社
会
的

勢
力
が
、
急
逮
に
増
大
し
て
き
た
。

謎
臨
時
工
や
社
外
工
に

漸
減
す
る
小
企
業
就
事
者

工
業
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
の
増
大

[

昭
和
三
五
年
事
薬
所
統
計
調
査
に
よ

る
と
、
日
本
の
全
繋

所
の
な
かで
、

零
細
規
模
の事
業
所
が
西
め
る比
率

は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
高
く
、従
皐
看
四

人
以
下
の唯
棊
所
数
だ
けで
も
二
七
二

万
、総
敏
の
七
六
・七
%
と
い
う
握
倒

的
多
数
で
あ
る
。
し
か
し
、
四人
μ
下

の
事
茅所
で働
く
従革
者
数
は
筑
四
四

万
入
、
総
数
の
二
三
・玉
%
に
す
ぎ

ず
、
とく
に
一九
五
七
隼
以
来
、
小
規

誤
な
い
し
零
測
鶏
模
⊥婁
搬所
で
働
く
従

婁
者
の比
率
が
、
急
油
に
低
下
す
る
煩

回
が
現
わ
れ
た
。

前
述
し
た
さ
い
き
ん
19画お
け
る
工
黛

プ
ロ
レ
タ
ー7
ア
ー
ト
の
増
加
も
、
大
企

築
・中
企
秦
へ
の
労
働
者
の
集
中
と
い

う
傾
向
を
伴
つ
て
進
行
し
て
い
る
。
就

業
構
造
基
本
調
査
に
よ
っ
て
、
製
造
桑

懸
用
者
の
経
懲
規
模
別
分
布
を
み
る
と

従
菜
員
一⊥
兀人
の
繕
営
で
働
い
て
い

る
も
の
は
、
一九
近
六
年
に
製
造
第
雇

用
者
総
敬
の
一五
・九
%
で
あ
っ
た
の

に
た
い
し
、
一九
五
九
年
に
は
=
マ

六
%
ま
で
減
少
し
、
逆
に
従
棊
員
一〇

〇
人
以
上
の
経
営
で
働
い
て
い
る
も
の

は
、
同
じ
期
聞
に
総
敬
の
四
六
・七
%

か
ら
五
〇
・四
%
へ増
加
し
た
。
従
葉

員
一〇
〇
入
禾
樹
の
小
企
業
・辱
細
企

拳
で
働
く
も
の
は
、
製
造
薬
に
関
す
る

か
ぎ
り
、
麗
用
者
総
数
の
半
分
以
下
に

な
っ
た
ので
あ
る
。

も
っ
と
も
、
工
藁
統
襲

の
従
業
者

規
襖
別
分
布
に
よ
る
と
、
一〇
〇
〇
入

以
上
の
巨
大工
場
で
働
い
て
い
る
も
の

は
、
従
藁
者
総
数申
に
占
め
る
比
率

が
、
一九
玉
六
年
の
一五
・二
%
か
ら

一九
五
八
年
の
一四
・九
%
へ低
下
し

て
いる
。
ま
た
、
さ
いき
ん
四
年
聞

に
、従
繋
員
五〇
〇
入
以
上
の大
企
業

に
本
工
と
し
て雇
わ
れた
製
造
業
労
働

者
は
、新
規
雇
用
の
四〇
%
た
ら
ず
と

い
わ
れ
て
おり
、日
本
に
お
け
る
工
桑

プ
ロ
レタ
リ
ア
ー
ト
の
増
加
は
、
主に

労
働条
件
の讐
い申
企
業
か
、
あ
る
い

は
穴
企
薬
の臨
時
工
・社
外
工
と
し
て

で
あ
る
こ
と
を
、見
落
す
わ
け
に
は
い

か
な
い.
日
本
の
製
泌
業
婦
用
者
の
ほ

ほ
半
数
が
、
い
ま
な
お
、
年
収
=
一万

円
入
満
の
繊
端
な
低
貨
金
に
よ
っ
て
苫

し
ん
で
い
る
と
い
う状
噸
が
、
臼
の
弔

実
を
な
に
よ
り
も
朋
ら
か
に
う
ろ
が
当.「

し
て
い
.萄。

[U
ド
次
弓
】

(凌
政
大
学
労
働
閤
題
研
究
所
員
・

社
会
致
策
)

畑噺
蜘ロレ州甑 ・r…ll恥.,・・■鑓1既巳13・・.,llll膨,89・圃511118響・・期m6・●一 ㎎1悔 ・・明1麗脚

学
会
再
建

へ
足
が
か
リ

い
ま
だ全
学
に
倒
濃
い
沈
滞
の雰
囲
気
の中
で

翌
五
七
年
一月
恒
例
の河
上
祭
は
、
反戦
自
田
の

伝
新
を
守
り育
て
よ
う
、京
大
を民
主
的
に改
革

し
よ
う
、
と
難ん
で
、同
学
会
を再
建し
よ
う
の

ス
ロー
ガ
ン
を掲
げ
、
はじ
め
て同
学
会
の再
建

看
公
然
と
よ
び
か
けた
。
緒
果
は
、祖
識的
動
員

の欠
如
に
も
拘
ら
ず
、講
演
会
七
百人
展
示
会延

千
人以
上
と予
想
以上
の参
加
を
得
、
活
動
家
に

確
信
を
与
え
て
は
てし
の
な
い
「思
想
斗
争
」
か

ら脱
却
さ
せ
、そ
の後
の展
開
の
主
体
的
条
件
整

備
の
第
一歩
を切
り
開
い
た
の
で
あ
る
(建
般
と

発
展
2
号
).

十

一
・
一
国
際
行
動

一ア

の

成

功

こ
の
と
き
、
国
際
的
に
は
、
社
会
主
義
陣
営
の

政
治
的
軍
事
的優
位
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
り
つ

つ
も
、
年
頭
の
ア
イ
ク
ド
ク
ト
リ
ン
に
表
わ
さ
れ

る
原
子
戦
争
準備
の諸
政策
が極
東
・申
東
で
進

行
し
て
醒特
殊
な
一時
的
緊
張
御
の局
面
が
生
み

出
さ
れ
、国
内
的
に
も
、日
広
独
占
は
帝
国
主義

復
活
を進
め
つ
つ
、ア
メ
リ
カ
戦
酪
体
制
の
立
直

し
に
協
力
す
る
日
米
共
同
宣
言
を
発
し
沖
繍
核
基

地
化
。砂
川
基
地
拡
張
を
強
行
す
る
情
勢で
あ
っ

た
.
政
治
的
行
動
偉
岸
画
復
し
た
京
大
の
活
動
家

層
は
これ
に
適
碍
に
対
応
し
て
「原
子
戦
争
反
対

・ク
η
・ス
マス
島
杉
裟
験
阻
止
」
の
政
治
方
針
を

界
起
し
、
こ
れ
に
も
と
つ
く
大
衆
行
動
は
、
四
・

二
七
(参
加
ー
二
三
〇
名
)
、
玉
・
一七
(三
五

〇
名
)
と
暫
笑
に
拡
が
り
、
漸
く
京
都
で
墓
同
立

三
拠
貞
の
一翼
を
再
び
押
い
う
る
ま
で
の
皿
旧
り

を
示
し
た
(れ
い
め
い
六
・七
身
)
。

ピ
エ
ク
は
、
夏
の
第
三
回
原
水
擬
禁
止
世
界
大

会
か
ら
一
一
・
一国
際
わ
動
デ
ー
に
か
け
て
訪
れ

る
.す
で
に
世
界
墓
和
評
議
会
は
五
五
年
以
降
の
一

時
的
停
滞
を
斎
服
し
、
コロ
ン
ボ
総
会
(六
月
)

に
お
い
て
再
び
体
制
藁

え
「杉
嚢

止
」
の

'仔動
を
訴
え
て
当
時
開
催
中
の
軍
縮
小
委
員
会
に

影
難。を
与
え
て
い
た
が
、
第
三
回
大
会
は
こ
の
流

れ
を
う
け
つ
ぎ
、
彬
実
験
即
時
無
条
件
禁
止
協
定

の
締
結
と
杉
比ハ器
持
込
み
禁
止
を
要
求
す
る
「東

京
軍
露
」
を
採
択
し
、
秋
の
国
連
総
会
へ
向
け
て

の
国際
的
統
}行
動
を
成
功
さ
せ
る
よ
う
全
世
界

に
アビ
ー
ル
し
た
。
全
学
連
は
大
会
を
安
え
る
婁

要
な
安
拝
で
あ
っ
た
が
、
京大
帰
活
セ
ン
タ
ー
の

活
動
も
め
ざ
ま
し
く
、
ニ
ュ
τ
ス
「樹
六
の
み
ど

り
」
の
発
行
(八
号
ま
で
)
に
よ
る
帰
活
の
糠
助

菓
穴
な
カ
ン
パ
活
動
、
京
都
代
表
団
中
で
の
獅
諭

ルギーを核停へ

 

ネ全工

九大会路線の正しさ証明
徳正沢野

的
り
ー
ド
と
大
会
に
お
ける
巾
広
イ
ズ
ム
寛
服
の

努
力
、
な
ど
に
よ
り
他
階
尉
の
強
い儒
頼
を
か
ち

え
た
.
(樹
々
の
み
どり
八
号
)
ζ
の申
で
大衆

的
亥
持
に
確
信
を
強
め
た
京
大
の
指潭
部
と
活
勘

家
は
、そ
の
後
す
べて
の
エネ
ル
ギ
ー
を杉
笑験

即
時
琿
条
件
禁
止
要
求
=

。
一国
際
行
動
デー

の
準
備
に
紬
隼
す
る
。
か
く
て
一
一
・
一当日
、

京
大で
は
μ几全
ス
ト
ラ
イ
キ
に
は
金
ろ
ぬ
まで
も

蓋

的
授
鞘
放
葉
をか
ち
とり
、デ
モ
に
は
=
千

名
(一回
牛
八
玉
O
・
二回
牛
六
〇
〇
)
の学
友

の
参
狐
を
見
、全
泉
都
で
は蕩
絞
牛
二千
を
含
め

て
一万
二千
名
、全
国
で
は八
一校
囚
引万
が
粘

集
し
、
「こう
し
て学
生
運動
は
五
董
年以
降
…

最
大
の
高
揚
を
む
か
え
た
」
(山
中
明
、
戦
後
運

ゼ

動
奥
・二
二
一責
)
の
で
あ
つ
た
。

+

一
・
一
闘
争
を

め

ぐ

る

評

価

全
学
鐘

醐
と
し
て
当
利
擁
護
斗
争
は
茶
番
で

あ
る
と
し
、
「帝
国
主
義
・ス
タ
ー
リ
ン
屯
義
打

倒
への
展
灘
を
も
つ
反
戦
斗
争
」
(?
)
を
屯
張

す
る
森
茂
氏
は
、
一
一
・
一斗
争
を
評
仙
し
て
、

=

.
一刃
争
は
「決
し
て
全
体
と
し
て
成
功
と

は
い
え
な
か
っ
た
し
…
…
国
連
に
榮
止
協
定
を
要

求
す
る
と
い
う
こ
の
斗
撃
が
、
ど
う
し
て
も
大
衆

を
獲
得
し
難
い
と
い
う
現
笑
が
あ
っ
た
」
(批
判

と
展
無
二
集
・二
玉
貞
)
と
い
う
が
、
こ
れ
は
果

し
て
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
否
、
事
実
は
、
と
く
に

京
都
の
禾
曹
有
の
動
員
が
物
諮
る
よ
う
に
、
核
実

験
即
時
襲
条
件
禁
止
の
要
求
が
当
時
の
情
勢
下
で

圧
糊
的
多
数
の
学
生
に
麦
持
さ
れ
た
こ
と
、
正
し

い
政
治
的
課
題
に
も
と
つ
く
強
力
な
麗
伝
と
討
議

に
よ
り
、
学
生
が
層
と
し
て
平
和
擁
護
の
大
衆
行

動
に
参
加
し
た
こ
と
、
を
示
し
て
い
る
。

=

・
一斗
争
の
成
果
は
、
第
一に
、
そ
れ
が

第
三
回
大
会
以
後
東
京
寛
百
の
内
容
を
主
な
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
て
世
界
各
地
で
行
な
わ
れ
た
カ
ム
パ

ニ
ヤ
行
動
(イ
ギ
リ
ス
・ア
メ
U
カ
・セ
イ
ロ
ン

イ
ン
ド
.エ
ジ
プ
ト
・フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・ソ
連
な

ど
)
と
結
合
し
、
こ
の
中
の
最
大
規
模
の
も
の
と

し
て
国
連
総
会
。政
治
学
員
会
に
一定
の
影
響
を

及
ほ
し
、
園
際
卒
和
運
動
に
明
確
な
力
同
と
激
励

を
与
え
た
(世
界
4
和
評
議
会
と
A
A
カ
イ
ロ
会

議
)
こ
と
、
お
よ
び
国
内
で
は
臨
時
国
会
瞬
前
岸

自
民
党
政
府
の
原
子
戦
略
体
制
へ
の
協
力
を
広
く

暴
露
し
丹
力
を
か
け
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、

学
牛
戦
線
は
こ
の
斗
い
を
経
て
基
本
的
に
は
一層

強
化
さ
れ
、
九大
会
路
線
の
正
し
さ
が
全
く
証
朗

さ
れ
た
.
ま
た
労
働者
階
級
自
身
が
こ
の
斗
争
に

参
加
し
(票
都
で
は
約
一五
〇
〇
名
)
、
F
和
擁

護
斗
争
に
お
い
て
の
労
学
提
携
が
さ
ら
に
一歩
前

疑
醒
繍
餐
㌔糠
議

根
拠
を
お
い
て
乎
利
擁渉
ヨ
争
の
意
義
を
舎
定
せ

ん
と
す
る試
み
は有
の
よ
う
な
目、体
的
臨
宇、に
照

ら
し
て
み
ノOと
き
、
全
く
雫
覗
的
,旧⇔
的
♂
蛾
で

あ
る
こ
とが
朋
ろ
か
であ
ろ
う
。
(京
大
経
済
学

郎
大
掌
院博
士
課
憩7
経
済
政
策
論
・当
時
経
済

学
部
周
好
令
委
員
畏
)
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囑

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
㍉
振
替
東
京
八
〇
八
番

洪

井

上

薯水
朔
風
κき
沈
れ
、流
静
欝う
西域
の地

-

鶏
奴
訂
伐
の
任
を
椙び
尤
漢
の
一

武
将
が
、
栄
え
あ
る
帰還
の日
に迎
え

た
も
の
は
何
て
あ
っ
た
か

。
壮大

な
弗
を
の
せ
て
鉦
隈
の
魅
乃
を
放
つ
西

城
小
説
。

八
日
発
売
・価
三
五
〇
円

断

崖

石
原
愼
太
郎
著

過
人
の
詑
憾
を
喪
っ
て
い
る
少
年
の
生

命
が
、
な
ぜ
執
拗
に
租
わ
れ
る
の
だ
ろ

う
か
?

誰
が
?

弼
の
た
め
に
?

事
件
の
渦
中
に
踏
み
こ
ん
で
い
く新
聞

記
占
森
千
の
活
膨
を
描
く
本
格
派
推
理

長
編
。

八
日
発
売
・価
二
七
〇
円

すば

ら

馨18
水 最

羨ン云
意
地
悪
く
傷
つ
け
合
い
な
が
ら
も「
亙

い
r
求
め
合
う
吉
い
麦
婦
i
l
孤
独
と

倦
{りと
細r需
と

流
れ
ゆ
く
日
六
の

中
に
、
一瞬
も
体
ま
る
こ
と
の
な
い
愛

の
葛
藤
を
、
鋭
い
筆
に
揃
く
話
題
の
長

編
小
説
。
好
評
発
売
中
・価
三
五
〇
円

ま
ぼ
ろ
し
と
真
実

竹

山

道

雄
著

読
売
交
学
賞受
賞
/

誇
大
な
宜
伝
の

も
と
で
、
そ
の
実
は
大
き
な
矛
盾
を
孕

ん
で
呂
橘
す
る
ノ
ビ
エ
ト
。
名
著
「ヨ

ー
ロ
ツ
パ
の
旅
」
に
続
き
、
冷
徹
な
史

眼
に
映
じ
允
姿
を
仏
え
る
最
新
の
海
外

押
行
.

好
騨
発
売
中
・価
三
四
〇
円

わ
芭
プ
カ
ダ
ン
ス

河
上
徹
太
郎
著

横
庁
判
一、
堀
辰
雄
、
中
原
中
也
、
牧

野
信
一、
11伏
鱒
一「
そ
し
て
ヴ
ェ
ル

レ
τ
ヌ
、
ジ
イ
ド
等
々
、
き
び
し
い
文

¥
階
の
八
間
像
を
、
目
か
ら
の
肖
春
の

彷
億
の
中
に
謂
った
交
反
録
的
作
家
諭

で
あ
る
。
好
評
窮
売
中
・価
三
五
〇
円

鳴
門
太
平
記
⇔

富

田

常
雄
著

忍
者
の
手
で
厳
し
く
青
つた
朱
長
八
郎

も
、
や
が
て
成
人
、
そ
の
武
芸
は
天
下

無
双
。
面
L
き
縁
で
蜂
須
鰐
寂
の
世
子

と
な
り
、
朔
臣
の
陰
撮
と
対
決
、
海
に

没
し
た
奉
家
の
秘
案
を
操
る

。

第
一巻
と
も
発
亮
中
。価
各
二
六
〇
円

火
炎
に
生
き
る

加
賀
淳
子
著

幣
臣
か
ら
窄
町
・君
月初
期
に
金
る
戦

岡
時
代
を
牛
き
粍
八
八
の
姫
君
選
1
-

搾
君
・信
秒
尼
・が
ら
し
ゃ
等
六
、
宿

命
に
反
抗
し
、
数
奇
な
一牛
を
送
った

そ
の
夢
と
衷
歓
を
綴
る
異
色
の
時
代
小

説
集
。

十
幽日
発
売
・価
三
二
〇
円

エ
ジ
ソ
ン
の
生
涯

ジ

ョ
セ
ブ

ソ

ン

矢

野

徹

他
訳

"世
界
最
大
の
発
朋
家
だ
が
.
最
懸
の

事
業
家
で
も
あ
った
"
と
朋
友
は
悲
し

ん
た
。
天
、
二
物
を
与
λ
ず
、
発
明
の

企
藁
化
に
失
敗
し
た
エ
ジ
ソ
ン
の
苦
麗

の
生
涯
を
、
新
し
い
視
点
か
ら
描
い
た

決
定
版
。
中
旬
罷
売
・予
価
五
五
◎
円
.

日
本
交
学
全
集

(第
三
十
九
回
)

梶
井
基
次
郎
・

申
島
敦
集

嘉
村
墜
グ

(蟹
隔)
河
上
徽
太
郎

■
梶
井
-

揮
檬
・城
の
あ
る
町
に
て
ほ
か
十
一編
■
嘉
村
-

藁
舌
・崖
の
下
ほ
か
七
編
■
申
島

ー
李
駿
・朗
月
記
ほ
か
宥
編
、
新
鮮
な
醸
動
を
湛
え
る
代
戎
名
作
集
。
好
評
発
売
中
・価
二
九
〇
円

・響
皓
レ
・ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
ω

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・ユ
ゴ
ー

ジ
ャン
・バ
ル
ジ
ャン
の
波
瀾
職
畳
の
生
匹
の
中
に
、
熱
烈
な
八
類
墜

の
叫
び
を
こ
め
て
、
永
』聴に
楚
読
さ
れ
る
長
舗
名
作
。5
(佐
藤
朔
訳
)

八
日
発
売
・価
二
九
〇
円

..
(確

氷

壁

一本
の
ザ
イ
ル
に
結
ば
れ
、
穂
高
の
水
隈
に
胃
春
を
か
け
る
古
い
登
陶
家
の
魚
津
と
小
坂
。
螺
の
北

ア
ル
プ
ス
に
鮮
洌
な
愛
と
死
を
揃
い
た
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
長
編
名
作
。
好
評
発
売
中
・価
二
九
〇
円

鳥 ＼灘矧 鍔
三
島
由
紀
夫
戯
曲
全
集

卓
越
し
た
表
槻
力
、
劇
的
手
よ
を
巧
み
に
穰
り
、
華
麗
な
舞
台

を
中
み
出
す
三
島
戯
曲
/

詫
売
父
学
寮
の
「↑
日
の
射
」
、

好
び酎ー
演
の
「甲
蜥
暢
」
を
は
しめ
、
多
幕
物
、
一離
物
、
近

代
能
楽
集
、
唯
賀
仇
台
本
、
オ
ペ
レ
ノ
タ
の
辛
作
品
を
収
め
、

濱
圏
愛
好
家
、
残
黙
駁
に
暁
る
磯
債
決
定
版
。
碓
・1
演
目
録

(B
6
翫
人
・斤
皮
・人
冷
)
好
評
発
売
中
。価
二
八
〇
〇
円

25
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不可解な政治的系列

鶏 乏雛 ト

 

界
翼

左翼政
れば左

 

↓

$

秋
に
な
る
と
、
各
大
学
で
様

春

六
な
叢
祭
鶉
企
甕

◇
◆

の
催
し
が
お
こ
な
わ
れ
る
。

そ
し
て
私
も
唱
昨
年
紅
藁
の
頃
に
は
京

大
へ、
今
日
の
緑
に
映
え
る
京
都
へ嬉

某
大
学
の
ま
ね
き
で
話
を
し
に
や
っ
て

き
た
。
つ
い
数
日
前
の
こ
と
で
あ
る
.

講
濱
会
を
司
会
し
て
い
る
自
治
会
の
弘

君
が
私
髪
型
の
ご
と
く
紹
介
し
、
詩
人

に
し
て
評
論
家
と
か
何
と
か
い
っ
て
い

た
の
で
気
も
と
め
て
い
な
か
っ
た
が
、

そ
の
私
の
耳
を
突
如
と
し
て
驚
う
か
し

た
旨
葉
が
あ
る
.
「そ
し
て
栗
田
氏
は

現
代
の
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
一人
で
も
あ

り
ま
す
。
」
私
は
耳
を
う
た
が
っ
た
。

人
を
足
義
す
る
の
は
自
由
で
あ
る
。
私

の
と
や
か
く
文
句
を
つ
け
ら
れ
る
ス
ジ

で
は
な
い
,
だ
が
、
ニ
ヒ
リ
ス
ト
と
か

ヱ
ゴ
イ
ス
ト
と
い
う
の
は
性
格
な
い
し

人
格
の
分
類
で
あ
る
が
、
ア
ナ
ー
キ
ス

ト
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
政
沿
的
分
類

に
ぞ
く
し
て
い
る
。
今
日
で
は
、
少
く

と
も
物
を
考
え
た
り
轡
い
た
り
す
る
人

間
は
、
ま
ず
ζ
の
分
類
を
愛
け
ね
は
な

ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
か
っ
て
、
私
は

ト
ロ
ッ
キ
ー
の
「自
叙
伝
」
を
翻
訳
し

た
が
、
た
し
か
に
多
く
の
興
味
と
共
鳴

を
抱
い
た
と
と
は
事
実
で
あ
る
。
だ
が

す
ぐ
さ
ま
ト
ロ
ツ
キ
ス
ト
ー
と
い
わ
れ

た
.
そ
れ
と
同
時
に
公
称
な
い
し
自
称

ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
の
一部
は
、
た
ま
た
ま

私
が
ト
ロ
ツ
キ
ー
は
詩
入
で
あ
る
と
い

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ト
ロツ
キ
ー
を

歪
め
る
も
は
な
は
だ
し
い
と
いっ
て
き

た
。
今
度
私
を
ア
ナ
ー
キ
スト
とし
て

紹
介
し
て
有
能
な
る
丁
君
は
、公
称
な

℃

、
自
称
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
か
ら批
判

を
う
け
る
か
も
し
れ
な
い
.
だ
が
そ
れ

は
私
の
責
任
で
は
な
い
。

◆
◇

じ
よ
う
な
例
は
無
敬
に
あ
る

同

だ
が
、
も
う
ひ
と
つだ
け
記

◇
◆

録
し
て
お
く
と
、今
度
京
都

へ来
る
数
日
前
東
京
の
あ
る
大
学
で
や

は
り
講
演
が
あ
っ
た
。
昨
秋
も
私
は
そ

⑳ 6
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こ
で
話
を
し
た
の
だ
が
、
今
度
の
主
催

者
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
代

が
変
っ
た
の
で
は
な
い
。
き
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
、
政
治
的
系
列
が
ち
が
う
の

だ
そ
う
で
あ
る
。
私
も機
会
あ
る
ご
と

に
、
そ
の
分
類
系
列
を
き
く
のだ
が
、

何
度
き
い
て
も
、
時
に
図
表
に
し
て
も

ら
っ
て
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
まう
ので
あ

る
。
そ
れ
は
私
の
健
忘
性
と政
治
意
識

の
低
さ
だ
と
批
難
する
こ
と
も
でき
よ

う
●
だ
が
、
そ
れは
か
りで
す
む
こ
と

で
あ
ろ
う
か
。
今
日
日
本
の
政樫
を
握

っ
て
いる
自
民
党
な
ど
で
よく
派
は
つ

と
い
い何
六派
と
い
う
こ
とが
ある
.

そ
の系
列
を空
で暗
弦

て
い
な
け
れ

は
一入
前
の政
治
記者
と
は
い
え
な
い

そ
うだ
。
左
翼
政
界
と
い
う
書
葉
が
あ

る
と
す
れ
は
、
そ
の
事
情
に
通
じ
な
け

れ
は
一人
前
の
左
翼
評
論
家
と
は
い
え

な
い.
◆
◇

う
し
た
霊
列
的
な
飯
り
上
げ

}』

方
をし
た
だ
け
で
も
、
も
う

◇
◆

キ
サ
マ
は
反
政
治的
、保
守

反
動
だ
と
い
う声
が
き
こ
え
る
よ
う
で

あ
る
。

◇
生
協
書
籍
部◇
①
「日
本
歴
処
第
一

巻
上
原始
お
よび
吉
代
(
一)
」
(岩

波
書
店
)
②
「世
界
思
編
敬
養
全
集
第

十
二
巻
ー
マ
ルク
ス
の
経
済
思
想
」

(河
出
書
房
)
③
ロ
ー
ゼ
ン
ベ
ル
グ

著
、ヴ
ィ
ゴ
ド
ス
キ
ー
掘
、
副
島
種
典

.宇
亜
締
訳
聲
本
鉾
緯
2
」(胃

木
暦
店
)
④
「ロ
シ
ア
藷
辞
典
」
(岩

波
蟹
店
)
の
伊
策
光
講
署
「ケ
イ
ン

ズ
」
ハ岩
波
8居
)

◇
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
●
店
◇
①
「会
社
就
職

案
内
-
大
学
編
一九
六
三
年
版
」
(ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
社
)
②
「世
界
思
想
教
養

全繋
第
十
二
巻
」
③
「日
本
歴
更
第
一

巻
」
④
「ケ
イ
ン
ズ
」
⑤
「定
本
柳
田

国
男
集
22
」
藝

房
)

あ
ろ
う
が
、
世
人
は
愈
々
こ
の
考
え
を

強
う
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
私
も
こ
う

し
た
こ
と
を
考
え
て
時
と
し
て
こ
の
意
一

見
に
傾
く
よ
う
な
こと
が
あ
る
。
と
は
」

い
え
、
我
々
に
自
宙
意
悲
が
な
お消
滅
一

せ
ざ
る
か
き
り
、
私
は
こ
う考
え
る
の

で
あ
る
。
つ
ま
り運
命
は人
争
の
一キ

に
つ
い
て
の
裁
定
看
で
は
あ
る
が
、
し

か
し
残
り
の
一半
、
或
は
そ
れ
よ
り
も

少
い
か
も
知
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
我
々
の

麦
配
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る

と。
」
(黒
田
正
利
訳
)

◆
◇

田清
輝
も
そ
の
「復
興
期
の

花

難

」
の
な
か
で
他
の
雰

・蕪=

◇
◆

を引
用
し
、
マ
キ
ヤ
ベ
リ
ズ

一

ム
を
論
じ
て
、
「権
謀
術
数
は
鉦、鉄
砲

一一

な冶
六
し
い
大
胆
な
瀬
に
よ
っ
て
支
え

られ
な
い
か
ぎ
り
無
窟
味
だ
」
と
い
う

意
味
の
こ
と
を
の
べ
て
い
る
。
そ
れ

は
そ
れ
と
し
て
、
正
し
い
。
だ
が
、
う

富

っ
かり
す
る
と
こ
れ
を
ル
ネ
サ
ン
ス
的

楽
天
的
政
治
主
義
と
漫
取
ら
れ
か
ね
な

い
。
事
実
は
逆
な
の
で
あ
る
。
若
六
し

く
大
胆
で
、
禾
来
へ同
っ
て
無
鉄
砲
な

魂
こ
そ
政
治
の
実
体
な
の
で
あ
り
権
謀

術
敬
は
そ
の
情
念
の
自
己
表
現
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
「生
き
た
政

沿
」
と
い
う
よ
う
な
い
い
力
を
す
る
な

ら
、
政
治
を
情
熱
が
麦
え
る
の
で
は
な

く
、
宿
命
と
あ
ら
が
う
情
勲
が
も
と
も

と
政
治
の
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

芸
術
の
源
体
験
に

一
致

本
来
の
政
治
た
る
源
政
治
と
は

◆
◇

が
、
こ
れ
は
勿
曽
現
象
に
す

だ

ぎ
な
い
、
そ
れ
は
百
も
承
期

◆
◇

で
あ
る
.
こ
の
現
象
を
見
れ

は
、
た
し
か
に
今
日
は
政
沿
的
時
代
で

あ
る
と
い
え
よ
う
.
も
っ
と
正
碓
に
い

わ
し
て
も
ら
え
は
、
も
し
政
治
的
分
類

や
系
列
の
複
権
多
様
さ
が
政
治
的
と
い

う
な
ら
そ
れも
よ
い.
そ
し
て
勺
い
わ

ゆ
る
政
治
的
思
愚
の新
謡
造
り
の
華
や

か
さ
を
政
治
的
と
いう
な
ら
、現
代
は
.

ま
さ
に
政
治
酌
で
あ
る
.
い
や
、政
治

的
な
あ
まり
に
政
治
的
な
と
いっ
て良

い.◆
◇

かし
、
こ
と
わ
っ
て
おく

し

が
、私
は
、政
鵠

喬

を

◇
◆

否
是
し
て
い
る
の
で
も
な
け

れ
は
、
政
治
そ
の
も
の
を
否
定
し
て
い

る
の
で
も
な
い
、
だ
か
ら
こ
そ
、
先
程

か
ら
、
政
治
と
い
わ
ず
、
わ
さ
わ
ざ
、

く
り
か
え
し
、
「政
治
的
」
と
晋
い
て

き
た
つ
も
り
な
の
で
あ
る
.
私
は
、
逆

に
、現
代
に
政
治
の
喪
失
す
ら
感
じ
て

い
る
.
根
元
的
な
る
意
昧
で
の
政
治
の

復
権
を
、
源
政
治
な
る
も
の
を
、
自
分

の
肉
眼
で
見
据
え
る
こ
と
の
必
要
を
い

い
た
い
の
罵

◆
◇

命
だ
の
自
由
だ
の
民
嗣圭
議
酬

革

だ
の
と
、
ロ
か
ら
臭

、
キ

◇
◆

?
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と

は
糟
禅
の
ス
ポ
ー
ツ
に
は
な
っ
て
も
環

実
の
政
治
と
は
無
関
係
で
あ
る
.
こ
こ

で
私
は
、
政
治
と
いう
こと
は
の
前
で

は
覧
も
う
一度
立
ち
ど
ま
る
こ
と
も
ま

た
勇
気
を必
要
と
する
。
政
治
と
は
、

今
日
は
な
は
だ抽
象的
な観
念
と
な
っ

て
いる
。
そ
れ
は
、
ある
体
制
の
た
め

に
官効
に
柑用
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
よ

う
に
受
と
ら
れ
て
いる
。
支
配
体
制
は

も
と
よ
り
、革
葡組
織
と称
す
.9も
の

実
存
的
決
意
が
根
底
に

の
な
か
に
も
、組
織
随
メカ
ニズ
ム
、

で
あ
り
そ
れが
、何
か
物
質
を憂
形
し

変
質
する
機
板
の
よう
な
も
ので
、革

命
塚
と
は
そ
れ
を操
じ
ゅ
う
す
る技
術

者
で
あ
り
、
政治
塚
と
は合
理
主
義
者

で
あ
る
と
考
え
て
いる
かに
見
え
る
。

し
か
し
、
合
唖酌
と
は必
ずし
も
現
実

的
な
る
こ
と
を
憲
昧
し
な
い
の
で
あ

る
。
合
琿
的
と
は
、人
間
が
こ
の
現
実

か
ら
自
己
の
合
目
的
性
の
た
め
に
抽
象

し
た
、
自
己
の
法
則
佐
で
あ
っ
て
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
現
実
の
法剣
と
は
な
ら

な
い
の
だ
.

◆
◇

し
ろ
現
実
性
と
は
、
こ
の
人

む

聞
の
禽

隷

を
超
え
た
も

◇
◆

の
で
あ
り
、
人
間
創
造
と
虚

無
と
の
対
決
の
場
な
の
で
あ
る
。
政
治

が
、
現
実
の
人
聞
的運
動
を
憲
昧
す
る

な
ら
、
そ
れ
は
何
よ
り
も
人
間
の
具
体

牲
か
ら出
発
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
.

具
体
性
と
は
物
が
そ
こ
に
あ
る
と
い
う

こ
とで
は
な
い
、
人
間
が
物
質
と
滲
透

し
あ
う
姿
勢
の
こ
とで
あ
る
。
そ
れ
は

人
間
が
、
人
間
の
宿
命
と
蘭
う
場
で
あ

り
、
ア
イ
マ
イ
モ
コと
し
て
、
と
ら
え

ど
こ
ろ
の
な
い
現
実
の
な
か
で
、
自
己

を
肉
体
と
し
て
「現
存
」
さ
せ
る
と
い

う
実
存
的
決
慧
に
麦
え
ら
れ
る
べ
き
も

の
の
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
来
の

政
治
た
る
源
政
治
な
る
も
の
は
そ
こ
で

お
の
ず
か
ら
、
文
学
、
芸
術
の
源
体
験

と
一致
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

◆
◇

う
な
る
と
あ
ま
り
に
政
治
的

響
』

な
る
も
の
は
、
い
や
そ
れ
こ

◇
◆
・そ
反
政
治
、
努
政
治
な
る
も

の
に
他
な
ら
な
い
。

墨

■.■署

け1
3
ー

政
治
学
の
第
一歩
に
し
て
権
謀
術
策

的
政
治
家
の
典
型
と
い
わ
れ
る
マキ
ヤ

ベ
ル
リ
の
次
の
苫
典
を
君
は
ど
う
読
む

だ
ろ
う
。
「
一体
世
上
の
こ
と
はす
べて
運
命

と
神
と
に
よ
っ
て
麦
配
せ
ら
れ
、人
智

を
以
て
し
て
も
治
め
る
こと
が
で
き
な

い
よ
う
に
、
ま
た
いか
な
る
人
と
い
え

ど
も
こ
れ
を
如
何
と
も
な
し
得
ざる
よ

う
に
、
定
め
ら
れ
て
あ
る
の
だ
と
いう

意
見
を
抱
き
、ま
た
現
に
抱
い
て
いる

人
が
な
ん
と
無
数
に
あ
る
こ
と
であ
ろ

う
。
こ
れ
が
た
め
人
は
あ
ま
り
に努
力

す
る
こ
と
は
不
必
要
で
万
事
は
天
に
委

す
べ
き
な
り
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を信

じ
て
い
る
、殊
に
今
日
の
如
く
、人
間

の
想
像
の
と
て
も及
は
ぬ
程
世
態
の
激

変
を見
て
は
、
し
か
も
今
後
も
見
る
で

薯

い
る
の
で
あ
る
。
こ

れ
で
現
実
に
何
ら
か

の
力
を
持
ち
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。

私
は
決
し
て
、
政
治
的
行
動
を
放
粟

せ
よ
と
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
ま

た
、
コー
ヒ
を
の
み
赤
い
シ
†
ツ
を
。

着
る
日
の
欲
望
を
こ
と
ご
と
く
政
治
的

姿
勢
に
投
せ
よ
と
い
う
の
で
も
な
い。

根
兀に
お
け
る
人
間
回
復
の
衝
勤
に
お

い
て
そ
の
両
者
は
一致
す
べき
はず
の

も
の
で
は
な
い
か
と
い
いた
い
ので
あ

る
。客

の人
間
同
復
の
い
と
な
み
は

そ

政
治
妄
拳

箋

に
お
い

◇
◆

て
結
ぶ
も
ので
あ
る
。
そ
し

て
世
界
最
古
の詩
論
で
あ
る
、申
国
の

「詩
経
」
の
一節
が私
の記
憾
に浮
ぴ

あ
が
る
。

【次号
へ
】

(詩
人
・
評
論
家
)

現
実
認
識
に
リ
7
ル
な
目
を

亨$

う
恩
っ
て
読
む
と
、
先
に
引

そ

用
し
た
マキ
ヤ
笠

の
蓋

◇
◆

は
、
ま
さ
に
体
制
下
に
組
み

し
か
れ
て
いた
当
時
の
人
聞
の
ベ
シミ

ス
ム
と
いっ
て
も
い
U

、
ニ
ヒリ
ズ

ム
と
さ
え
いえ
る
よう
な
精
神
を見
事

に描
いて
いる
.
今
も当
時
も
人
に変

り
は
な
い
ので
あ
る.
生
き
て
い
る

「現
在
」
の現
異
は不
合
琿で
あ
り
、

不
条
廼
で
さ
え
あ
る
だろ
う.
し
か
し

そ
の
喬
怪
な
る
現
実
と入
闘
の
無
力
さ

を
い
や
と
い
う
ほ
ど
噌
み
し
め
た
あ
と

で
、
彼
は
あ
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「我
々
に
自
由
意
憲
が
な
お
消
滅
せ
ざ

る
か
ぎ
り
現
実
の
少
く
と
も
一部
分
は

な
お
我
汝
の
安
配
に
ま
か
さ
れ
て
い

る
。
」
と
。
こ
れは
も
は
や詩
と
も
い

う
べき
も
ので
あ
り
、
こ
こ
に
は
、俗

に
いう
政
治
的
な
る
も
の
、利
害
打算

や過
去
の総
括
と
禾
来
へ
の
計薗
と
い

っ
た
、地
図
を
角
分
け
し
て旅
行目
程

を
え
がく
よ
う
な
、
抽
象
概
念
換駆作
に

よ
り
か
か
っ
た
オ
プ
テ
イ
ミ
ス
ム
は
ど

こ
に
も
な
い。
17
ア
ル
な
目
で
人簡
の

現
実
を
見
き
っ
て
、
な
お
た
じ
ろ
が
な

い
一人
の
成
熟
し
た
男
の
姿
が
あ
る
。

も
し
優
れ
て
政
治
と
い
う
も
の
を
根
元

的
に
と
ら
え
た
い
な
ら
、
何
ら
の
固
足

観
念
や
定
形
思
報
に
と
ら
わ
れ
な
い
現

笑
凝
褐
の
勇
気
と
、
そ
こ
か
ら
不
定
形

一な
嚇
笑
浄入
間
化
し
て
ゆ
く
衛動
を
こ

そ
レ
拍と
呼
ゆ
へき
∵
のる
う
。

◆
◇

治
と
は
そ
れ
で
こ
そ
、
青
年

政

の
憲

委

え
る
廷

る
も

◇
◆

の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
現
実
的
に
は
現
代
の
政
治
的
場
面

は
胃
年
の
疎
外
を
回
復
す
る
ど
こ
ろ
か

ま
す
ま
す
政
治
と
い
う
こ
と
に
お
い
て

す
ら人
間
を
疎
外
し
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
の
で
あ
る
。
一杯
の
う
ま
い
コー

ヒ
を
の
み
、
恋
人
を
抱
く
と
い
う
日
々

の
小
さ
な
日
常
的
現
婁
感
覚
と
、
核
実

験
反
対
を
叫
び
、
憲
法
改
悪
反
対
を
組

織
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
は
フ
ィク
シ

ョ
ナ
ル
な
現
実
認
識
が
、バ
ラ
バ
ラ
の

も
の
と
な
っ
て
、
そ
の
ど
ち
ら
の
場
合

に
も
、
い
わ
ば
半
分
の
自
己
で
、生
き

て
い
0.
つ
ま
り
は
人
間
不
吾
に
お
ち

毫§§謡≡邑≡=苧躍一
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社本回本 社 △工 場
O支 祉 口研究所

世
界
の
目
が

注
視
す
る
ホ
ン
ダ
!

「
あ
る

オ
ー
ト
バ

イ
会

社
の

一
重

役
は

ホ

ン
ダ

の
車
を
分

解
し
て
見

た
時
、
あ

ま

り

に
も
良
く

で
き
て

い
る

の
で
恐
怖

感

に
襲

わ
れ
た

。
そ
れ
は
時

計
の
よ
う

に
精

密
で
、
ま

っ
た
く
独

創
的

に
素
晴

し

い
ア
イ

デ
ァ
か
ら
生

み
出

さ
れ
た

も

の
で

つ
い
に
英
国
の
会
社
が
日
本

の
技

術
を
ま

ね
る
時
が

き
た
。
」

昨

年

の

マ
ン
島

T
T

レ
ー

ス
後

、

ロ
ン

ド

ン
の
デ
イ
リ

ー

・
ミ

ラ
ー
紙

は
こ

の

よ

う
に

広
く
全
世

界
に
伝
え
ま

し
た
。

ホ

ン
ダ

は
昨
年
度

も
数

々
の
グ

ラ
ン
プ

リ

レ
ー

ス
に
出
場

し
て
連
戦

連
勝

の
好

成
績

を
収
め

、
世
界
中

の
人
々
を
驚
嘆

さ

せ
ま
し
た

。

二
の
技
術

の
裏

付
け

に
よ

っ
て
、

か

っ

。し
の
オ
ー

ト
バ
イ
王
国

フ

ラ
ン
ス
を
は

じ

め
欧
州
諸

国

に
も

、
自
動
車

の
氾
濫

す

る

ア
メ
リ
カ

に
も

、
ホ

ン
ダ
の

マ
ー

ク
は
続

々
と
海
を
渡

り
地
球

の
津

々
浦

々
に
そ

の
軽
快
な

エ
ン
ジ

ン
の
音
を
響
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●のも産業界の動脈の役割 を果たす

です

 

プ富士三機鋼管のパイそれは

●産業の基幹をなす鉄鋼に対する将来の需要の見通しは、通産省あ
るいは鉄鋼連盟などの長期予想にも見られる通 り極めて顕著な伸

長率をしめしております。

●富士三機鋼管は、将来の需要増加に即応するため、昭和35年7月

富士製鉄の協力を得て、三機工業の鋼管製造ならびに販売部門が

分離独立し、わが国屈指の鋼管専門メーカーとしての態勢を固め
一ました。

ゆ
●世はあげて技術革新の時代です。激しい競争にうち勝ち、業界の
先頭に立つためには、周到なる長期計画が必要であります。

当社は200億 余円の巨費を投 じて、名古屋新工場の建設ならびに

既存川崎・中津両工場の設備の畏期合理化計画のもとに着々と工

事を進めており、既に、名古屋工場はその一部が完成し、いよい
よ5月 から稼働開始することになりました。

●当社では1.社 業を通 じて公共に寄与する。

2.会 社の繁栄は人の和によつて達せられる.

3.研 究と創意は全ての業務の生命である。

この3つ の社是を指標とし、長期計画達成の覚め全員が、一致団

結して、生産意欲を燃やしております。

●業界の覇者になるべく、研究を重ね創意をこらしてまい進する富
士三機鋼管を背負う、若い有為な人々の入社を、全社があげてお

待ちしております..

富士三機鋼管株式會
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